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序

三郷村 における遺跡包蔵地の数は、現在 までに50余 の地点を数えるまでになっています。 こ

れらの遺跡については、昭和55年 に発刊 された 「村誌1」 に南松原遺跡(昭 和45年12月 発掘調

査)を 中心に記載され、また、黒沢川右岸遺跡(昭 和58年9月 発掘調査)、東小倉遺跡(平 成5

年2月 発掘調査、平成8年4月 県道排水路工事 に伴 う緊急立会調査)に ついては、随時報告書

が刊行されております。

しか し、南松原遺跡 については、報告書原稿や、村長(当 時中田又三郎村長)の 序文まで執

筆されなが ら、諸種の事情により発行 されなかったのが現実です。また、調査報告書 としてま

とめられていない数多 くの個人所有の遺物があった り、村の仮民俗資料館 に眠る遺物があった

のも事実で した。

現在では、文化財行政 としての埋蔵文化財保護に、村 としても力 を注いでいるところですが、

過去におけるような遺物の収集等は不可能 に近いものがあります。一部埋設保存 されたものも

ありますが、多 くの遺跡が ここ三～四十年ほどの開発行為の中で、何の調査、記録 もされない

まま消滅する、いわゆる遺跡破壊、遺物の散逸の憂き目にあった ことは否 めません。私たちが

住む この地の埋蔵文化財の一つひ とつは、祖先たちが苦労の末、開発 し、築 き上げてきた もの

です・先人たちの生活の様子を知 ることは、今 ここに居る私たちの足元を見つめ直すことで も

あ ります。

このような経緯の上 に、南松原遺跡 ・個人所有の遺物 ・仮民俗資料館の遺物 を、 ここに資料

集 としてまとめることができましたことは、 この三郷村 に生活す る私たちにとって大変意味深

いもの と考 えます・ この一冊が、地域の歴史への関心 を高め、今後の文化財保護の意識の高揚

へ とつながることを期待するものです。

最後 になりましたが、膨大な数の資料であったにもかかわらず、全面的にご指導、 ご協力を

いただいた山田瑞穂先生を始め、遺物の整理、製図、復元にあたられた方々、所蔵遺物 を快 く

提供 していただいた方々、調査協力者などの皆様 に心より感謝を申し上げるとともに、本資料

集作成に優秀な技術 と誠意をもって当 られた、藤原印刷株式会社に対 し厚 く御礼を申 し上げる

次第です。

私たちがその重要性に気づ く前から、個人でその資料の収集、記録、整理に当られていた故

日比野允夫先生、先生の残 された功績は偉大です。

ご存命中に完成できなかったのが心残 りでな りませんが、 この資料集を捧げ、哀悼の意を表

し、心 より感謝申し上げます。安らかにお眠 りください。

ありが とうございました。

平成11年11月

三郷村教育委員会

教 育 長 中 村 孝 信
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長野県南安曇郡 三郷村教育委員会



は じ め に

1、 三郷村の原始時代 ・古代については、昭和55年 に発刊された 「三郷村誌1」 にまと

めて記述 されている。その後、昭和58年 に黒沢右岸遺跡、平成5年 に東小倉遺跡 に発

掘調査が実施 されて報告書 も出され両遺跡の内容が明 らかになってきている。これら

が三郷村の原始 ・古代を知る手がか りとなる出版物であるが、これらに取 りあげられ

ない遺物が相当量、個人や民俗資料館等に所:蔵されていることも判 っていて、その資

料の重要 さから記録にとどめることの必要 さが指摘されていた。遺構や遺物 をもとに

その時代の人々の生活やその文化内容 を考究する考古学にとって資料の集積は何より

も大切なことであり、個人持ちの遺物 は散逸の心配 もあるので、早急な資料化が課題

となっていた。本書は、 こんな願いをかなえるために企画 ・編集された三郷村の考古

学関係の資料集である。村誌記載の資料が一部再掲されてはいるが、大部分は民俗資

料館や各個人に所蔵されているものであり、で きる限り多 く図示することに努めて編

集 した。

2、 本書 の企画 ・編集 には次の方々が関わ った。

(1)企画 ・遺物 の借用や庶務全般 について

教育委員会、那須野雅好、飯 田弘一

(2)本書 の執筆 ・編集 山田瑞穂

(3)本書作成 の分担1ま次の ようで ある。

○遺物 の洗浄 ・註記 那須野代史子 、中村予至子、田々井誉子、牛 山愛子

○土器 の拓本 ・実測 ・トレース

那須野代史子 、中村予至子、田々井誉子、牛山愛子、 山田瑞穂

○石器 の実測 ・トレース

主 として降旗俊行が行 ない、一部 を上記5名 が担 当 した。

○石器 の石質 については、木船 清氏 の御教示 を受 けた。

○写真 は、飯 田弘一

(4)土器の復 元 は、福沢幸一氏 に依頼 した。

記 してお礼申 し上 げる。

(5)本書作成 に当た り、次 の方々に御指導 ・御助言 をいただいた。記 して感謝 とお礼 を

申し上 げるもので ある。(敬 称略)

樋 口昇一 、土屋長久、竹 内靖長、平林 彰、島田哲男、 山田真一、百瀬新治

(6)本書記載 の遺物保管者 は挿 図、及 び、本文 に明記 してあ る。記載 のない ものは資料

館 等、教育委員会 の保管 である。
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図版18、 南松原遺跡第2・4・5号 住居肚出土土器

図版19、 南松原遺跡第5号 住居吐出土土器

図版20、 南松原遺跡第5号 住居吐出土土器

図版21、 東小倉遺跡出土石器

図版22、 東小倉遺跡出土石器 ・石製品
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なる さわ

1、 鳴沢A遺 跡 (三郷村遺跡番号NQ2)

1、 所在 地
かく

三郷村大字小倉53-2番 地～260番 地一帯(北 小倉 隠れ田)

2、 遺跡 地

鳴沢川扇状地の扇頂部に当たる左岸山麓に遺跡地は位置してお り、北側 はすぐに

山地 となるため日当たりの良い所である。遺跡地は通称山麓線 と呼ばれ る主要地方

道塩尻 ・鍋割 ・穂高線が鳴沢川を渡 る橋の北側一帯で、川に向かって南に傾斜する

畑地 となっているが、現在までの調査や遺物採集状況から考えると広範囲に及ぶ も

のではなさそうで小集落が想定 される。

本遺跡の東方には、一本松遺跡や鳴沢尻遺跡が、鳴沢川の対岸には鳴沢B遺 跡や

才の神遺跡が所在 している。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 構 ・遺 物

本遺跡での調査 は部分的ではあるが今迄に2回 行われている。1度 目は昭和41年

4月2～3日 で、猿田文紀(中 萱)、 中村太郎(下 長尾)、 増田喜美人(北 小倉)、 河

西清光、太田喜幸(共 に豊科高校教諭)、布山章、古屋秀継、笠原直樹(共 に松本県

ヶ丘高校生)、 布山正明(大 町高校生)の 諸氏によって実施された。その端緒 は、山

麓線(主 要地方道塩尻 ・鍋割 ・穂高線)の 一種改良工事に当た り、工事関係者の甕

文夫氏 より遺物の出土が報 じられたことによる。

この際は、住居吐 と思われるものの確認 と3個 の縄文土器の出土をみた。3個 の

土器は復元困難な破片と写真の中期後葉II期 のものである。唐草文系土器で、 よく

埋甕に使用されるものである。

第2回 目の調査 は・平成7年4月 、住宅建設に伴って立ち合い調査を行ったが遺

構 ・遺物の確認 はなかった。

本遺跡からは縄文中期 ・後期の土器が出土したと三郷村誌1や 長野県史等には記

載されているが所蔵等は不明である。

今回図示 した遺物は、第2図 の土器片 と第7図 の石器である。土器片の1～8は

三郷中学生、原和明君の採集資料であり、9～20は 資料館所蔵で中村太郎の記名の

あるものである。
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第2図 鳴沢A遣 跡出土土器拓影(13)(1～8は 原和明君所蔵)
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いずれ も深鉢形土器 の破片で あ り、1～4、6は 口縁部片、他 は胴部 片で ある。

1、2は 内蛮、3、4は ゆる く外反す る口縁 を示 し、1、2に は隆帯上 に刻 目文が、

3に は箆状工具 による沈線が、4に は縄文が それぞれ施 され ている。胴部 には箆状

工具で横位 の楕円文(9、12)や 櫛形文(14、15)、 縦位 の沈線文(19、20)が み ら

れ る。8に はあたか も左右対称 の如 くに弧線が施 されている。 いずれ も縄文 中期中

葉VI期 ～後葉1に 比定 され るものである。従 って、昭和41年 に出土 した土器 との間

に は時間差が あ り、本遺跡 への人々 の訪れ は、何回 にも及 んだ ことが判 る。

石器 は第7図 の1、2の 打製石斧 と3の 不定形石器 である(図 版1)。 石質 は1が

細粒砂岩、2が ホル ンヘルス、3が 硅質細粒砂岩で ある。
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2,

1、 所在 地

三郷村大字小倉242番 地一帯

なるさわ

鳴 沢B遺:跡(新 遺跡.三郷村遺跡翻NQ51)

(北小倉)

2、 遺跡 地

北小倉集落を南北に走る山麓線の東側に本遺跡 は位置し、安曇平から松本市方面

を見渡す眺望のよい地である。

今迄、才の神遺跡出土遺物 として処理されていたが、今回の遺物整理で出土地を

再確認 したところ、鳴沢川をはさんだ右岸であることから、新 しくB地 点 として把

握することにした。対岸である川の北側には鳴沢A遺 跡が、また、西方には才の神

遺跡が所在 している。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

第3・4図 に示 した もので 「北小倉242、 昭和32、11、26」 と 「33、4、5、 小林」

と2種 類 の記名が あ り、資料館 に保管 されていた。

縄文 中期後葉II～IIIに 比定 される ものが中心であ るが、先行 す る中葉V～VI期 の

もの も若干(1、2、4、13～15、31、33、34)含 まれている。いずれ も深鉢形土

器 の破片 のみで器形の判 るもの はない。

1～7、11、17、27、32は 口縁部片、28～31は 底部片、他 は胴部片 であ る。27は

推定 口径24cmほ どの有孔鍔付土器片で数少ない資料 である。

1、2、4は 波状 口縁 をなす部分で あ り、刻 目文が施 されてい る。31は 底部が張

り出す この時期特有の もので、胴部 は縄文が付 けられ ている。33、34は 把手部分で

あ り、 これ らは先行す る時期 の もので ある。

3、6～12等 は渦巻文 や懸垂文で飾 られ、その間 を綾杉文(17)や 縄文(18、19、

22等)が 施 され た ものである。

これ らの土器か ら、住居;吐の存在が確 実視 され る遺跡である と同時 に、大別 して

二時期 に亘 る人々 の生活 が考 え られ よう。
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第3図 鳴沢B遺 跡出土土器拓影その1(13)
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第4図 鳴沢B遺 跡出土土器拓影その2(13)
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さい の かみ

3、 才 の神遺跡 (三郷村遺跡番号NQ3)

1、 所 在地

三郷村大字小倉400番 地～475番 地一帯(北 小倉)

2、 遺 跡地

東流する鳴沢川が山地を抜け出た地点が遺跡地で、南 と北には山地が迫っている。

この扇頂部一帯 は、現在北小倉集落の住宅密集地であり、 また中世には小倉城 に関

わる地でもあって、小倉地区では中心的なところである。スカイラインへ接続する

バイパス道路建設 に伴 って、昭和61年 に遺跡地南方の調査を実施したが、遺構の確

認はなく、僅かに土器片が出土 したのみで、遺跡地 は新設道路より北であることが

判明している。小松荘介氏宅東方の畑では現在 も表面採集が可能である。

本遺跡の東方には、鳴沢B遺 跡が、南方山麓には浄心寺附近遺跡が所在している。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

地元 の人 の話 による と北小倉 の地か らは多量 の土器片等遺物 の出土 があったが、

気味悪が ってお寺へ寄贈 した との話が ある。その数、 カマス に幾つ とか言われるの

で相 当量で あったこ とが うかが われ る。 しか し、 これ らの遺物 は現在不 明である。

今 回図示 した遺物 は、小松荘介氏所:蔵のもの と資料館 に保管 されてい る 「新屋敷、

増 田良平」 と記名 された ものである。

遺物 は、第5・6・7図 の土器(図 版2)と 石器で ある。土器 はすべ て破片で、

器形 の判明す る ものはな く、縄文前期 に比定 される ものであ り、その中で も時期差

がみ られ る。

1～14は 半戴竹 管状工具 による平行沈線文 と連続爪形文 が特徴的な ものであ り、

それが三角形状(1、4)や 半 円形状(3、6、7、10)に 意 匠され ている ものが

あ る。口縁部 は 「く」の字状 に内沓す る1と 外反気味 に開 く2～4、 内蛮気味の14

がみ られ る。前期V期 に比定 され る ものであ る。

15に は平行条線文、16に は刺突文がみ られ、17～32に は縄文が施 されていて36、

37の 底部 につなが るもの と思 われ る。

この縄文 を もつ もの は、17、18、19、24の 繊維 を含 む前期III期 に比定 され るもの

と繊 維 を含 まない本遺跡 の主体 を占めるIV～V期 のもの に分 け られ る。 口縁 は外反

13



第5図 才の神遺跡出土土器拓影そ(?1

14

(13)(小 松荘介氏所蔵)



第6図 才の神遣跡出土土器拓影その2(13)
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第7図 鳴 沢A(1～3)・ 才 の 神(4～6)・ ゆ の 久 保(7～9)遺 跡 出土 石 器(1'3)
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気 味の19、20と 波状 口縁 をなす21の やや 内蛮す るもの とがみ られる。21に はボタン

状 の突起 がつ けられ、 口唇 に は刻 目が施 されてい る。

33は 無文の破 片であ るが、外面 に赤彩が み られ る。

34、35は5と 共 に明 らかに胎土、焼成 の異 る もので関西系(北 白川下層II式)の

土器で ある。5は 灰 白色 を呈 する胎土、焼成 とも良好 な もので横走す る連続爪形文

の間 に刻 目文 をもつ隆帯 がみ られる。34は 竹管状 工具 による平行沈線文で縄文帯が

上下 に分 け られてア クセ ン トをつけ、 しまった感 じを与 える。35は 底径11cmの 丸底

をなす底部で、 よ く焼 きしまってお り、底面部 は白っぽい薄茶色、立 ち上が った部

分 には煤が付着 して黒褐色 を呈 している。横走 す る刻 目文 をもつ2条 の隆線 によっ

て区分 けされ、 その間 にはRLとLRの 縄文が み られ る。三郷村で は数少 ない他所

との交流 を物語 る土器 と言 えよう。

石器 は第7図4の 打製石斧(硅 質細粒砂岩)、5の 凹石(砂 岩)、6の 磨製石斧(砂

岩)で ある(図 版1)。 凹石 は周 囲が磨れ ていて磨石 としての使用 もあ り、凹みの穴

は両面 にある。

以上 が今 回 まとめた遺物で あるが、三郷村誌1や 長野県史 に よる と本遺跡か らは

前期 土器(有 尾、上原、北 白川下層II)、 中期土器(勝 坂、加曽刊E)、 後期土器(堀

之内)、 晩期土器(大 洞前半、氷)、 石鎌、打製石斧、磨製石斧、 凹石、石匙 、石皿 、

磨 石の出土が記載 され ていて、前期 か ら晩期 に及ぶ遺 跡 として周知 のもので あった。

しか し、今回整理 して中期 の もの は鳴沢B遺 跡 として分 けたが、本遺跡 として ま と

めたものは前期 の もののみで、後期 や晩期 の土器 はみ られなかった。
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4、 チ ン ク ラ 屋 敷 遺 跡(三 郷村遺跡番号N。9)

1、 所 在地

三郷村大字小倉4404番 地～4420番 地一帯(室 町)

2、 遺 跡地

室町集落 を東西に走る道路 と、黒沢川右岸に建設 された長幸園 とのほぼ中間地点

が本遺跡地である。黒沢川右岸遺跡がす ぐ北方に所在 していて、広 くとらえれば本

遺跡 はその南限に当たる位置 と考えて もよいところである。黒沢扇状地の扇央部に

当た り、かつては 「小倉官林」 と呼ばれる林野地帯であったが開墾され、現在 は果

樹や普通畑となっている。

西方には調整池北遺跡、東方の段丘沿いには長尾城吐北遺跡や赤坂西遺跡が所在

している。

3、 時代

縄文時代、 弥生時代

4、 遺 物

畑耕作 中に採集 され た ものが全 てであ り、第8図 に図示 した土器で細片が多い。

縄文 時代 の ものは、1～12で あ り、1～10は 中期後葉 の もので1～4の 渦巻文 に

代表 され る。北方 の黒沢川右岸遺跡 で はこの期 の竪穴住居吐が検出 されてい る。11、

12は やや焼成が もろい感 じで表面 の磨滅が み られ るが、無文部 の下 にわずかの稜 と

い うか段差 がみ られ、条線文 が施 されている。縄文 晩期か ら弥生前期 に位置 つ くも

ので はないか と思われ る。弥生 中期土器片 の出土や黒沢川右岸遺跡 との関連 か ら18

と共 に注 目したい土器片であ る。

弥生 時代 の ものは13～42で ある。13～17は 壷形土器 の破片で、棒状工具 による刺

突列点文(13～15)や 沈線文(16、17)が 施 されている。19以 下 は甕形土器 の破片

で条痕文 が付 け られてい る。 その方向 は縦位(19、22、24)の もの、;横位(20、27)

の もの、斜位(23、26、28)の もの と変化がみ られ る。29、30は 波状文 で飾 られ る

もので ある。18は 如何 なる器形 をとるのか細 片のため不明で ある。 口縁部 に棒状工

具 に よる平行沈線文があ る。縄文晩期 の ものか もしれない。35～41は 底部 片で、底

径7～9cmを 測 る。36、37、40に は目の細 かい布痕があ る。42は 、高杯 の破片 であ

る。 これ ら弥生中期 の ものは、発掘調査 ・報告 された北 方の黒沢川右岸遺跡 と同 じ

内容 で同時生活が考 えられる。 また、三郷村誌1等 で は、本遺跡か ら縄文 中期土器 、
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第8図 チンクラ屋敷遺跡出土土器拓影(13)
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土偶 の出土 と竪穴住居吐の存在が記されているが、土偶は不明である。竪穴住居肚

も縄文期なのか弥生期なのか確認 されていない。
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ど うっば ら

5、 堂 原 遺 跡 (三郷村遺跡番号NQ23、24)

1、 所在 地

三郷村大字温4200番 地～4370番 地一帯(上 長尾)

2、 遺跡 地

黒沢川扇状地の扇端部に当たるところで、かっては黒沢川の氾濫原となった地で

ある。上長尾集落の西方に平福寺が存在 しているが、遺跡地はその南東部から南に

かけての周辺住宅地一帯 と考えられる。以前は、平福寺境内遺跡、堂平遺跡、川岸

最氏宅遺跡等 と呼んでいたものを村誌の際に一括 して堂原遺跡 とした経緯がある。

川岸最氏宅でサイロを掘った際、多量の遺物出土 をみたが、調査 は行われなかった

ので竪穴住居吐等遺構の確認はされていない。また遺跡の範囲は勿論のこと、各期

に亘る複合遺跡であるが層序的な内容等 も確認されていない。

付近の遺跡 として北方に上総屋敷遺跡、西方に若宮遺跡、黒沢川右岸遺跡、南方

河岸段丘(は ば)の 切れる近 くには長尾城吐、長尾城吐北遺跡が所在 して遺跡の密

集する地である。

3、 時代

縄文時代、弥生時代、平安時代、中世

4、 遺 物

遺物 は先記 した川岸最氏宅でサイロを掘った際に出土 したものが中心になってい

る。

縄文時代

土器片 と石器があるが打製石斧等弥生時代のものとの区別がむずかしいので、石

器類は弥生時代のところで一括した。

縄文土器片は量的に多 くはなく、図示 したものは第9図1～11で ある。

1は 繊維を含む土器片で底部に近い部分である。丸底ないし尖底のもので縄文早

期末から前期初頭 に比定されるものである。2～11は 中期後葉の渦巻文や懸垂文で

飾 られる深鉢形土器の破片である。3は 縄文地に半戴竹管状工具で付けられた平行

沈線文がみられるもので、若干先行しよう。

弥生 時代

土器 と石器が ある。土器 は第9・10・11図 に図示 した もので、いずれ も弥生 中期
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第9図 堂原遺跡出土土器拓影その1(13)
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第10図 堂原遺跡出土土器拓影その2(13)
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第11図 堂原遺跡出土土器拓影その3(13)
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第12図 堂 原 遺 跡 出 土 土器(13) .
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に位置 づ けられ るものであるが、破片 のみで器形全体 の判 る ものはない。(図 版3)

第9図12は 壷形土器 の頸部片で、最 もくびれた部位 に箆状工具で施 された列点文

が二重 に回ってい る。13～23は 底部片で、底径6cm以 下 の もの(13、21)、7cm前 後

の もの(14、16等)、12cm程 の もの(17)と 三大別 される。 また底部か らの立 ち上が

りが急な13、16、18等 とゆるやか な14、21、23等 があるが、 これ らは器形 の違 い に

よるものであ ろう。 そ して底面 に布痕 を もつ16、19、 木葉痕 を もつ14、 無文 の15、

18が あ る。布痕 か らみ る布 目は非常 に細 かい もので紡織技術の よさが うかが える。

21、23に は内外面 に朱塗 りが み られ る。

甕形土器 は第10、11図1～5、7～29、53～62で 条痕文 と波状文 が中心 になって

い る。条痕文 は、3～5本 の櫛歯状工 具で縦 方向(2～4等)、 横 方向(1、19)、

斜め方向(8、12等)に 施 されてお り、中 には条痕文 に沿 って刺突文(13、14)が

あ るものや重弧文(20)の ある ものがみ られ る。 また口唇部 に刻 目(1、3、4)

や縄文(5)を 付 けた もの もある。波状文 は同様工具で横 方向 に付 け られ、 中には

垂下 す る条線 で区切 られる53、59、62や 更 に大 きな波状 とい うよりは斜 め方向 の条

線 といったほ うが よい もの と組み合 わ され る55な どが ある。

壷形土器 は、6、30～51で 、やや太 目の沈線文、刺突文 、縄文が 目につ く。沈線

文のみの もの(30～32)も あるが、多 くは沈線文 と刺突文(33～37)で 飾 られ るも

の、沈線文 と縄文(46～51)が 施 され るもの というように文様が組 み合わ されてい

る。中 には48、49の ように三っ とも組 み合 わされてい るもの もある。 これ らは個体

の違 い は勿論 の こと、 同一個体 で も部位 による違いがあ るもの と思われ る。弥生期

の土器 は発掘調査 され た黒沢川右岸遺跡 のそれ と同一 内容 である。

石器 は、第13・14・15図 の1～33で ある。先記 した ように明 らか に縄文期や弥生

期 と判 るもの もあるが 区別 し難 い もの もあるので一括 して図示 した。

1～14・18は 打製石斧であ り(図 版4上 段 と図版5)、 使用 によるのか欠損品が多

い。18は 大型 品で巾広 く重量感 のある もので、 自然面 を多 く残すが両面 か ら調整 し

た懊形 の刃を もっている。石質 は粘板岩(3、6、18)、 チ ャー ト(14)、 層状砂 岩

(5、7、10)、 砂岩(12)、 で他 は細粒砂岩製 である。15は 砂岩製 の不定形石器 、

19は 硅質砂岩 の敲打器であ る。23は 両面 に凹み をもつ凹石であ るが両面 とも磨 かれ

ていて磨石 としての役割 も果 している。17、20、21は 臼状 の凹石 で安山岩製であ る。

22、24～27は 磨石(図 版4下 段)で あ り、24、26に は打痕 がみ られ る ことか ら敲石

としての使用 も考 え られ る。16は 小形定角式磨製石斧、29～31は 磨製石斧の欠損品

であ り、30は 挟入 りで ある。28は 大形石匙 の形態 を とるが、33の 有肩扇状石器 と同

様 な使途 が考 え られ る。33の 刃部 には使 用 による磨滅がみ られる。32は 半磨製 とも

み られ る打製石包丁で、刃部 には使用 による磨滅がみ られ る。
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第13図 堂原遺跡出土石器その1(13)
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第14図 堂原遣跡出土石器その2(13)

28



第15図 堂原 遺 跡 出土 石 器 そ の3(28～33)、 赤 坂 西 遺 跡 出 土石 器(34、35)(13)
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平安 時代

第12図1～15の 土 師器 、須恵器、灰粕 陶器 が あるが、完形品 はな くいずれ も図止

復 元 した ものであ る。

1～4は 土 師器杯 で口径約12cm、 高 さ3.5～4cmを 計 る。1、2、4は 糸切底で底

径5cm前 後 であ る。5～7は 高台のつ く土師器椀で あ り、5は 口径16cm、 器高5.5cm

で内面 に煤 の付 着が ある。底部 はいずれ も糸切底 に高台 を付 けた もので ある。9、

14、15は 土師器 甕で ある。9は 口径19.5cm、 底径11cm、 器高17.5cmの 小形 甕で横 方

向 に調整痕 が残 る。15は 底径9cm、 推定器 高 は48cm、 口径30cm程 の大形甕 で、胴部

上部 には斜 め方向、 それ に続 いて底部近 くまで に縦 方向の調整痕がみ られ る。内面

底部付近 には煤の付着があ り煮沸用で あった こ とが判 る。14は 大形甕の底 部片であ

る。

須恵器 には、8の 台付杯 があ る。高台部 の径10.6の ものを推定復 元 したが、器高、

口径等不明で ある。

10～13は 灰粕陶器で、10は 椀、11～13は 皿であ る。

中世以降
こねばち すりばち

内耳土器(16)、 灰粕陶器の鉢底部片(17)、 陶器の捏鉢(18)、 播鉢(19)の 底部

片がある。 内耳土器 は口径41cm、 器高18.5cm、 底径33cmの もので あるが、他 は器形

全体 は不明 である。

以上、本遺跡出土の各期にわたる遺物について列記 したが、それは各期にわたっ

て人々の生活があったことを物語るものであり、黒沢川の氾濫を心配する地である

というよりはむしろ積極的に川水を利用 した居住 し易い土地であったと考えられる。

注目したい遺物 として、たった一片ではあるが繊維土器 と多量の弥生中期の土器、

石器類がある。繊維土器は現在 までに採集された遺物の中では最 も古 く、 この地へ

の人々の往来を示す上限の資料 といえる。弥生中期土器は黒沢川右岸遺跡のそれ と

同内容 をもつもので、弥生文化の本郡への移入 と定着を究明する貴重な資料である。

土器底面にっいた布痕か ら技術的にも高度な紡織が推察されるし、打製石包丁は米

作 りを示すもので、その文化内容を知るために欠 くことのできないものを得ている

わけである。天竜川流域に多い有肩扇状石器の本遺跡での存在 は、その分布を考 え

る上で興味深い。

これらの遺物 は先記したように点に近い範囲での出土である。面 としての調査が

ほしい遺跡であるので住宅等新改築時には注意 したいものである。
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か ず さ や しき

6、 上 総:屋 敷 遺:跡(三 郷村遺跡番号NQ22)

1、 所 在地

三郷村大字温2070番 地～4382番 地一帯(上 長尾)

2、 遺跡 地

上長尾諏訪神社北西の県道小倉線沿いに共同墓地があるが、本遺跡 はその周辺か

ら神社北にかけての一帯である。かって宮北遺跡 と呼んだものも含 まれている。黒

沢川扇状地の扇端部 に当たり、同川の氾濫を受けた地であると同時に自然流のあっ

た所である。遺跡名の呼称 となった上総屋敷 は長尾上総守なる中世土豪の屋敷があ

ったことに由来 している。

本遺跡の南方には堂原遺跡が、東方には栗の木下遺跡が続 く地である。

3、 時代

縄文時代、平安時代、中世

4、 遺物

水道敷設工事の際に土師器杯、須恵器片、内耳土器(中 世)の 出土をみている。

今回図示したものは第16図11～13の3点 のみである。11は砂岩製の打製石斧であ

り、12は 花歯岩製の磨石である。磨石 は両端に敲石 として使用 したのか打痕がある。

共 に縄文期の遺物である。13は土師器の底部片で推定径9cmで ある。堅 く焼 きしま

っている。

図示 し得なかったものに、磨滅 した縄文中期土器片、土師器甕片、須恵器大甕片

がある。
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第16図 栗の木下(1～10)・上総屋敷(11～13)・及木西村遣跡出土遺物(14～16)(1:3)(14～16`ま 降旗弘氏所蔵)
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くり の き した

7、 栗 の 木 下 遺 跡(三 郷村遺跡番号N。、8)

1、 所在 地

三郷村大字温2150番 地～2219番 地一帯(下 長尾)

2、 遺 跡地

温農協の北 を走る県道小倉線の北方で小田多井堰を挟んだ東西一帯の水田 ・家屋

地域(三 沢薬局辺まで)が 本遺跡地である。黒沢川の扇端部 に当た り、かってはそ

の流域 となった地である。

西方に上総屋敷遺跡、北方には坂がい と遺跡か ら楡遺跡群が続 く地である。

3、 時代

平安時代、中世、江戸時代、

4、 遺構 ・遺 物

昭和30～31年 にかけての家屋建設や水道工事の際に遺物の出土があった。土師器

圷、甕、須恵器杯、大甕、灰粕陶器椀、青銅製品、佛供具、内耳土器等である。今

回図示 したものはこの際出土のものである。

昭和62年11月 、圃場整備事業のため試掘確認調査 を実施 したが、この時には堰西

側の水田より、平安期の竪穴住居肚が3軒 確認されている。水田耕作土、水田床土、

礫混 り黄褐色土の土層 となってお り、竪穴住居吐はこの黄褐色土を堀 り込んで作 ら

れていて黒色土の落ち込みがみられた。 この時に西方農免道路周辺 まで調査 したが、

集落 はそこまで及んでいないことが判明 している。

また平成6年12月 には県道拡幅工事に伴って、温農協北から上長尾の農道信号交

差点にかけて、更に平成8年3月 には三沢薬局西隣 りのアパー ト建設に伴って立合

調査 を実施 したが、この2地 点か らは遺構の検出や遺物の出土 はなかった。 これに

より本遺跡の集落範囲の南か ら西方が或る程度判明したと言えよう。

今回図示 した第16図1～10は 、先記 したように昭和30年12月 に出土 したもので、

土器片にその記名があり、民俗資料館に保管されていたものである。

1、2は 土師器圷の口縁部片で、2は 内黒になっている。2169番 地の記名がある。

3は 須恵器杯の底部片、4は 同口縁部片で三沢薬局前水道工事の記名がある。5、

6は 、2178番 地の記名のある灰粕陶器の椀か皿の底部片である。いずれも破片で全

体器形 は判 らないが平安期に比定されるものである。

7は 刀子の柄 と考えられるもので青銅製品である。芯の鉄を包む形になっており、

33



巾1.5cm、 長 さ10cm程 である。余 り見 かけない遺物で あるが、松本一 ツ家遺 跡 に類例

が ある。15～16世 紀 中頃の もの と思われ る。

8は 受 け口付 きの灰粕灯明皿で完形品である。口径8.5cm、 底径3.5cm。 器高2.1cm
ひょうそく

の小形品で瀬戸美濃系製品であろう。9は 乗 燭で皿の部分が僅か欠けるが、器形全

体のよく判 るものである。底径4.8cm、 高さ5cm、 中央立ち挙が り部の口径1.2cmを

計 る小形の陶器で、底面はざらついた面であるが全面に黄褐色の鉄粕が施 されてい

る。中央立ち挙がり部には1箇 所に窓があいており、先端部は焼 けている。瀬戸美

濃系のもので、灯明皿 と共に18世紀の所産 と考えられる。

10の獅子頭 は、瓦質火鉢の飾 り部分ではないかと思われる。出土例の少ないもの

で類例 を持ちたい。18世 紀以降のものであろう。

以上本遺跡出土遺物を列記したが、図示し得なかったものに、須恵器大甕片や壷

片の他に、18世紀代の灰粕丸椀片、天目茶碗片、染付湯呑片等がある。これら平安

期(10世 紀代)か ら江戸期に亘る遺物により、当地が生活立地 として良好な地であ

ったことがうかがわれる。水田下や宅地域下には遺構遺物の埋蔵があることゆえ開

発等現状変更する場合には充分留意したい遺跡である。
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にれ

8、 楡 遺 跡 群(三 郷村遺跡翻N。15
,16,17,26)

なかむら こう じ わ で みちした

中 村(Nα15)、 小 路(NQ16)、 上 手(Nα17)、 道 下(NQ26)

1、 所 在 地

三郷村大字温 中村遺跡4935番 地～5626番 地一帯

小路遺跡5408番 地～5645番 地一帯

上手遺跡4995番 地～5590番 地一帯

道下遺 跡4461番 地～4489番 地一帯

2、 遺 跡地

楡地区を代表する住吉神社は、中世 には住吉庄18郷 の総社 とされ、古い歴史をも

っている・黒沢川の氾濫原に広大な社叢をもって氾濫を防 ぐかの存在にみえる
。 こ

の神社の東方一帯の水田、住宅地域が遺跡地で、上手、中村、小路、道下 の各遺跡

が近接 している。これらは平安期か らの連続する内容 をもつ遺跡であることや精査

すれば更に遺跡範囲の拡大が予想されて広 く集落を考える必要があること等から本

資料集では楡遺跡群 として一括して把握することにした。

遺跡群 一帯 は黒沢川扇状地の扇端部に当たり黒沢川の氾濫 を受けた地であると共

に・その自然流路を利用して居住が始 まった地 と考えられる。道下遺跡の発掘調査

ではそれを示す流路 と思われる内容が検出されている。

西方には三角原遺跡、南方には坂がいと遺跡や栗の木下遺跡、北方にぽ嘗苗遺跡が

所在するという遺跡密集地域である。丁田遺跡は楡遺跡群に含めてもよい位置にある。

3、 時代

縄文時代、平安時代、中世、江戸時代

4、 遺 構 ・遺物

(1)中 村遺跡

昭和30年11月 の水道工事の際に出土したものを地元の日比野允夫氏が適:切に地点

をおさえて収集され保管 している。この際、石曽根 ・島田両氏宅の中間地点やや西

寄 りか ら炭化物 の出土 と共に炉吐の存在が確認されている。

また・昭和59年9月 ・日比野允夫氏宅前の畑 にフレーム温室の穴掘 りをした時、

約3尺 下からかたまって遺物 をみた。残念ながら遺構の確認はない。第17図 に図示

したものが、それ ら遺物である。
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第17図 楡遺跡群 中村遺跡出土遺物(1
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1、2、4は 、土師器甕の口縁部 と底部の破片である。1は 推定口径22cm程 で胎

土 ・焼成共に良好で調整痕が器外面ではくびれた口縁部下から縦方向に、器内面 は

口縁部のみ横方向にみられる。4は 糸切底の底部片で1や10の 敲石 と共 に島田又一

氏宅西道路下の炉吐から出土 したものである。敲石は砂岩製で一方に使用を示す打

痕が残っている。

3は 口径10.3cm、高さ3.2cmの 土師質灯明皿であろうか。口縁 は五弁花のように五

つの波状 を呈し、底部 には径7ミ リ程の円形の穴があり、その周辺に輪状に剥げ落

ちた痕跡がある。3ミ リ程の薄い器厚で胎土緻密であり器内外黄褐色である。煤の

付着 と外面には薄 く剥げる漆状の被膜がある。中央の穴に棒状のものを押し入れて

灯明皿 として使用したものではないだろうか。(図版7)

5は 灰粕の壷の底部片 と思われる。表面が粗 く、やや雑な作 りである。6は 内耳

土器の底部片で推定底径31cm程 の土鍋である。7は 瀬戸美濃系弥七田織部の陶器片

である。推定口径7cm、 底径6cm、 器高5.8cmで 白い粕薬地にえんじ色の花弁状の模

様 と口縁下の緑色が鮮やかである。17世 紀後半から18世紀の所産であろう。8は 瀬
ひ ょうそ く

戸美濃系陶器の乗 燭で ある(図 版7)。 一部欠 けて いるが全体器形 の判 る ものであ

る。台部底径4cm、 中央立 ち挙が りまでの高 さ4cmの 小形品で内外黒色 の鉄粕 が施

されて いる。中央立ち挙 が りは上部 は一周 してい るが下部 は窓開 きにな ってい る。

底面 には穴が あ り、ロ クロ糸切 りが残 ってい る。18世 紀 の所産であ ろう。

9は 口径9.8cm、 底径4.1cm、 高 さ1.5cmの 受 け口のある灯明皿であ る(図 版7)。 内

側 は黒褐色 の鉄粕が施 され、外側 も口縁部 のみに粕 がかか ってい る。その下部 は褐

色 で黒色煤 の付着がみ られ る。底面 にはロクロ痕 が残 る。19世 紀代 に在地窯 で生産
ゆきひらなべ

されたものらしい。11は 推定口径17cm程 の行平鍋片であろうか。胎土緻密で焼 きし

まっており、器外面には赤褐色、器内面には黄褐色の粕がみられる。19世紀代の所

産である。

12は薄い器厚の鉢の底部片であろう。破片上部に黄褐色粕が一部分みられる。以上

は、日比野允夫氏宅前畑出土である。

(2)上 手遺跡

昭和30年 の水道工事 の際に出土 した もの を日比野允夫氏が採集保管 している。第

18図1～5で ある。1は 茶 日の上 臼%程 の欠損 品で安山岩製 である。推定径16cm、

高 さ12.5cmの 大 きさにな り、挽 き面 は数分割 されていて、一分割 には10本 前後 の挽

き目が刻 まれている。

2・3は 瀬戸美濃系の灰粕丸皿 で、2は(図 版7)口 径8.7cm、 底径4.8cm、 器 高1.

9cmの 、3は 推定 口径10cmの 小皿で ある。胎土 ・焼成 よ く薄黄色 を呈 してい る。16世
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第18図 楡逼跡群 上手遣跡出土遺物(1

38

3)(日 比野允夫氏所蔵)



紀中頃から後半の作であろう。丸山善作(丸 善商店)氏 宅前の地下3尺 より出土 し

た と記されてある・土層は上2尺 は礫土、3尺 辺は黒土、皿の下3尺5寸 辺には鉄

分 を含むシキがあ り、4尺 には砂が出ると記されている。4は 長 さ22cm、 巾約1 .5

cm・厚 さ5ミ リ程の鉄片である。使途不明。上手火の見の北か らの出土 とある。

5は 内耳土器の口縁部片で、甕儀一氏宅北道路の出土である。推定口径29cm程 で胎

土 ・焼成共に良好で、器外面 は黒色で煤の付着がある。内面 は薄茶褐色である。 こ

の他に図示し得ない破片等あるが、特筆すべ きものに、輸入品と思われる青磁椀 の

口縁部片がある。

(3)小 路遺跡

昭和28年 に楡5535-2藤 松吉人氏宅地の地下3尺 か ら遺物出土があり、日比野允夫

氏が採集保管 している。第19図1、2の 縄文土器底部片と打製石斧である。土器底

部片 は大分摩滅しているが底面には網代痕が残る。打製石斧は粘板岩製で半欠品で

ある・出土の際、木炭 と焼土の層が5cm程 ずつ確認 されている。他に糸切痕の残る

土師器片の出土もあった。

(4)道 下遺跡

昭和24年 に藤沢宗平 ・中田令夫両先生を中心にして発掘調査され、2軒 の竪穴状

遺構と柱穴列が検出されている。出土遺物は少な く僅かに土師器片、緑粕陶器片が

あるだけである。既刊三郷村誌1に 記載されているので本資料集には再掲 しない。

(5)丁 田遺跡

昭和30年 の水道工事 の際、野本茂氏水 田(5825-3)の 道路か ら遺物 出土が あ り日

比野允夫氏 に よって採集保管 されている。地下2尺5寸 の粘土質層か らの出土であ

る。第19図3で あ り、捏鉢 として使用 された ものであ ろう。

以上楡遺跡群出土の遺物について記 したが、 日比野允夫氏の採集保管によるもの

が全てで、小 さな破片にまで配意 したその的確な業績に敬服するものである。水道

工事 という限られた幅の溝であるため遺構の検出は望めないが、炉吐、焼土、炭化

物の確認があって、この楡地区が広範に亘る遺跡地であることが証されたわけであ

る。出土遺物か ら縄文期にも人々の訪れがあったが、平安時代後半からは集落構成

がみられ・現在に至 るまで人々の生活が営 まれた地であることが判 る。住吉庄の実

態を知る上でも重要な地であり、今迄の点ないし線的な調査から面的な調査を期待

したい遺跡である。
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第19図 楡遺跡群 小路遣跡(1～2)・ 丁田遺跡(3)出 土遺物.(1=3)

(日比野允夫氏所蔵)
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さん か くば ら

9、 三角原遺 跡 (三郷村遺跡番号NQ14)

1、 所 在地

三郷村大字温6587番 地～6717番 地一帯(楡)

2、 遺 跡地

住吉神社の西方、黒沢川が新堀堰に接続する左岸の僅かに残る河岸段丘上に立地

している。大規模農道 の住吉神社西交差点か ら東小倉へ通 じる道路の北側一帯で、

畑地帯 と水田地帯 とに分かれる地点であり、遺跡はその畑地帯にある。

住吉神社を挟んだ東方には楡遺跡群があって遺跡の密集する地である。

3、 時代

平安時代、中世

4、 遺 物

第20図 に図示 したもので 日比野允夫氏の採集保管である。i採集 は昭和10年 頃であ

り、氏 のメモには 「住吉神社西北、飯田虎男氏北西鉄塔付近畑 秋山光男6708、 須

恵器等数多い中にカナクソ等が混じる」ことが記 されている。

1、5～13は 須恵器の壺 ・甕の破片である。1は 推定口径16cm程 の壺の口縁部片で

あり、やや脆い焼成である。5は 推定底径12cmの 底部片で、底部近 くまで敲目がみ

られる。7は 四耳壺の破片で突帯が付けられている。9、10に は器内外両面に敲目

が施されている。

2は 灰粕陶器皿の底部片で、糸切痕が残 るもので高台は低い。白色を呈 し胎土緻
ふいご

密である。3は 鞘の羽 口と思われる破片である。円柱状の中央 に直径2cm程 の空気

穴があるもので、穴の周辺 は焼けて赤変している。大 きさは不明であるが推定10cm

程の円形であろう。4は 不明土製品で、 どのように図示してよいか迷 う。凹んだ面

には極細糸の布痕があり、膨 らんだ一方には針のような細かい穴が2本 通 じている。

この他に図示 し得なかったものに土師器杯 ・甕片、鉄粕の陶器片、溶津等がある。

鞘の羽 口や溶津か ら鍛冶工房的な内容をもつ遺跡である。三郷村では特記すべ き遺

跡であり、楡遺跡群 との関連 もふまえて考えていきたい遺跡 といえよう。
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第20図 三角原遺跡出土遺物(13)(日 比野允夫氏所蔵)
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なが おじょうし きた

10、 長尾城吐北遺跡

1、 所 在 地

三郷村大字温1160番 地～4262番 地一一帯(上 長尾)

(三郷村遺跡 番号NQ29)

2、 遺 跡地

野沢 と上長尾集落の中間に当たる西方段丘上に長尾城吐がある。黒沢川扇状地の

扇端部で河岸段丘(は ば)を 利用 して構築 された城 というより砦 と呼んだ方がよい

ものである。この城吐周辺が遺跡地であり、かつては自然流のあったことを示す地

形が残 っている。

南方には赤坂西遺跡、西方にはチンクラ屋敷遺跡や黒沢川右岸遺跡、北方には若

宮遺跡や堂原遺跡が続 くところである。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

中村太一氏採集の打製 石斧 がある。第77図1～3で 、3は 小形品であ る。石質 は、

1、3が 層状細粒砂岩 、2が チャー トであ る。(図 版6)
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あかさかにし

11、 赤 坂 西 遺 跡 (三郷村遺跡番 号NQ31)

1、 所 在 地

三郷村大字温1040番 地～1052番 地一帯

2、 遺 跡地

室町集落 を東西 に走 るメインス トリー トは赤坂 を経て野沢の集落 に続 く。本遺跡

は、 この赤坂 を登 り切った西方平坦面に所在 してお り、黒沢川扇状地の扇端部に当

たる所で、す ぐ東には河岸段丘が続いている。現在 リンゴ畑になっている。

北方には長尾城吐北遺跡が、西方にはチンクラ屋敷遺跡や黒沢川右岸遺跡が所在

しているところである。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

三郷村 誌 に水谷清治氏採集 の打製石斧が記 されているが、今 回 はそれを図示 した。

第15図 、34、35の2点 で、共 にホル ンヘルスの岩石 で作 られてい る。34に は使用 に

よる欠損が、35に は磨滅 がみ られ る。(図 版6)
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すみよしたけはら

12、 住吉竹原遺跡

1、 所 在 地

三郷村大字温6492番 地～6542番 地一帯

(三郷村遺跡番号NQ32)

2、 遺 跡 地

遺跡 は黒沢川扇状地の扇端部に位置する原村の南西に所在 している。 ここは鳴沢

川の川尻に当たるところで、かつて自然流のあったことを示す凹地状の地形を残し

ていた。標高610～615mの 平坦面であり、圃場整備されて現在 は果樹畑等になってい

る。

北西 には鳴沢尻遺跡、東方には三角原遺跡、西方には千国橋北遺跡が所在してい

る。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

土地改良事業 の際 に、相当量 の遺物 出土が あった と聞 くが、遺物 の所在 は不明で

ある。今回、第21図 に図示 した もの は、神谷(1～5)、 寄藤:美子(6～8)両 氏 の

採集品で ある。1～7は 打製石斧で、1～3は ほぼ完形品であるが他 は欠損部 をも

つ。8は 石臼状 の凹石で ある。石質 は1、2、4が 細粒砂岩、3、5が 粘板 岩であ

る。(図 版6)
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第21図 住吉竹原遣跡出土石器(13)(神 谷氏、寄藤美子氏所蔵)
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く ぼ

13、 ゆ の 久 保=遺 跡(三 郷村遺跡番号NQ44)

1、 所在地

三郷村大字小倉2687番 地～6524番 地一帯(南 小倉)

2、 遺 跡地

三郷村の西方山麓には、伝説の山 「室山」がある。観光開発 され念願の温泉掘削

にも成功 し、新しく変貌しようとしている地である。 この温泉掘削地点の西方には

室山の池があり、この周辺一帯が本遺跡地である。湯の久保なる地名の地点から温

泉が出て興味深い。

本遺跡の南方には村史跡に指定されている南松原遺跡が、西方には中沢遺跡等が

続 くところで、遺跡の密集地帯である。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

三郷村誌1に は、本遺跡 出土品 に、中期土器、打製石斧、砥石が記 されて いる。

今回図示 した ものは、第7図7～9の3点 の打製石斧である(図 版6)。7は 細粒

砂岩 、8は 細粒泥質砂岩、9は 砂岩 で作 られ てお り、いずれ も使用 によるのか欠損

してい る。
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ち くにばしきた

14、 千 国 橋 北 遺:跡(新 遺跡、三郷村遺跡番号NQ48)

1、 所 在 地

三郷村大字温6252番 地～6255番 地一帯

2、 遺 跡地

千国橋か ら堀金村工場団地へ向かう道路 と、大規模農道の住吉神社西交差点から

東小倉へ通ずる道路 との交差する付近が遺跡地である。黒沢川扇状地の扇央部近 く

で氾濫源 となったところである。土地改良事業が行われて、果樹畑や普通畑が続 く

地であり、耕作者 によって遺物採集が行われ新 しく知った遺跡である。北方には住

吉竹原遺跡、東方には三角原遺跡が所在 している。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

同地 に畑 を所有す る種山重男(第22図4～8)、 三沢晴勝(同 図1～3、9)両 氏

の採集 によるものを図示 した。(図 版6)

第22図3は 砂岩 の剥片石器で、弧状 をなす方 に使用痕があ る。9は 凹石 で両面 に

深 い穴 を1つ ずつ もつ。他 は打製石斧で1、2、6、8は 完形 品に近 い もので ある。

石質 は、1、6、8が 細粒砂岩、2が 砂岩、4が 硅質細粒砂岩 、5が ホル ンヘ ルス、

7が 粘板岩で ある。

石器 の他 に土器底部片が1片 あ る。
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第22図 千国橋北遣跡出土石器(13)(種 山重男氏、三沢晴勝氏所蔵)
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に し まき

15、 西 牧 遺 跡 (三郷村遺跡番 号NQ34)

1、 所 在地

三郷村大字小倉846番 地～895番 地一帯

2、 遺 跡地

遺跡は北小倉集落の東方、黒沢川扇状地の扇央部 に所在 している。北小倉無線中

継所の南方約200m辺 で、土地改良事業が行われて、現在は果樹畑が続いている。

西方山麓には、一本松、鳴沢A、Bの 各遺跡が、南方には地蔵沖、犬塚の両遺跡

が続 くところである。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

民俗資料館 に保管 されていた土器片 で、 中に上條勘一 の注記 ある ものが ある。

第23図 に図示 した1～3は 、無文帯 の口縁部片で ある。 この下 の胴部 に箆状工具

で渦巻文 、綾杉文等沈線文が施 され る土器で、4～22に それがみ られ る。中期後葉

III期に比 定 される土器で ある。23、24は 底部片で、23に は網代痕が残 る。
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第23図.西 牧遣跡出土土器拓影(13)
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おおむろ

16、 大 室 遺 跡(新 遺跡、三郷村遺跡翻NQ49)

1、 所在地

三郷村大字小倉3127番 地～3129番 地一帯 (南小倉)

2、 遺 跡地
こんびらぐう

黒沢川扇状地の扇頂部に位置する地点で、大室集落にある琴平宮の北方山麓が遺

跡地である。山麓線(主 要地方道塩尻 ・鍋割 ・穂高線)の 西側、山際のゆるい傾斜

地で、標高765mの 地 にある。現在果樹園になってお り、採集者の話によると、深 く

埋 もれている可能性があり、新 しく知 られた遺跡である。

南方、黒沢川沿いには浄水場東遺跡、北方には中沢遺跡が続 き、山麓遺跡群の南

端に位置する遺跡の一つである。

3、 時代

縄文時代

4、 遺 物

松 岡勝人氏採集保管 によるもので、第24～26図 に図示 した1～16で ある。(図版8)

打製石斧(1～8、10、11、13、14)、 不定形石器(9、12)、 敲石(15)、 臼状 の凹

石(16)が ある。 この中で特 に注 目したいの は、1の 打製石斧 である。長 さ32cmと

超大形で重量1.8kgと 重 い。一般的な打製石斧 の2～3倍 の大 きさで ある。本村か ら

は類例が東小倉、南松 原、黒沢川右岸の各遺跡 で出土 してい る。 どの ような使われ

方 をした打製石斧 なのか興味深 い。

石質 は、粘板岩(6、13)、 砂岩(9、11)、 硬砂岩(7)、 チ ャー ト(8)、 董青

石粘板岩(15)、 石墨片岩(12)、 安 山岩(16)、 であ り、他 はホル ンヘルスである。
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第24図 鳴 沢 尻(A)・ 大 室遣 跡(1～3)出 土 石 器(Aの み1=6、1～3-1=3)

(Aは 丸 山源 一 氏 、1～3は 松 岡勝 人 氏 所 蔵)
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第25図 大室遺跡出土石器(13)(松 岡勝人氏所蔵)
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第26図 大室遺跡出土石器(13)(松 岡勝人氏所蔵)
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およびき にしむら

17、 及 木 西 村 遺 跡(新 遺跳 三郷村遺跡翻N。5。)

1、 所 在地

三郷村大字明盛4119番 地一帯(及 木)

2、 遺跡 地

一 日市場集落 と中萱集落の中間に及木集落が存在するが遺跡 はこの水田地帯であ

る及木集落にある。降旗 弘氏宅で基礎工事をした際、土師器の出土をみて新 しく

知った遺跡である。

西方には楡道下遺跡(発 掘調査時は及木遺跡 と呼称 した)が あって、広 く捉 えれ

ば楡遺跡群の東方に位置する一・つ とも考えられよう。

3、 時代

平安時代

4、 遺 物

降旗 弘氏宅 の地表下85cm程 か ら出土 した もので、第16図14～16に 図示 した。三

点 とも土 師器 で、14は 高台付椀で ある。口径14cm、 器高5.3cm程 で器外面 は灰褐色 の

内黒椀 であ る。糸切底 に高台 を付 けてある。15は 杯 で口径13cm、 底径6.5cm、 器 高3.

5cmを 計 る。明褐色 を呈 し、底部 は糸切痕が残 る。16は 口径9.5cm、 底径5cm、 高 さ

2cmの 小皿 と呼んだほ うが よい もので糸切底 である。

図示 した ものは三点のみであるが、 この他 に もおそ らく破片 となって出土 したも

の もあ り住居肚 の存在 が考 え られ る。及木地 区の開発 を知 る上 で も大事 にしたい資

料 といえる。現状変更等注意 したい。

56



ひがしお ぐら

18、 東 小 倉 遺 跡 (三郷村遺跡番号NQ6)

1、 所在 地

三郷村大字小倉1139番 地～2450番 地一帯(東 小倉)

2、 遺 跡地

黒沢川左岸に位置する、アルプス学園の北方一帯が遺跡地である。広範囲にわた

って縄文時代前期 ・中期 ・後期の遺物を出土することで周知された遺跡である。

この地は、江戸時代 には「松本藩のお林」、明治時代 には国有林 となって 「小倉官

林」 と呼ばれた地である。大正時代になって払下げがなされて、開拓が大正9年 頃

か ら始まったが、その当時より多量の遺物出土があった。「開墾地」と呼ばれ多 くの

人々に採集され保管されているが、その全てを知ることはむずかしい。保管された

遺物に 「開墾地」 と注記 されたものが幾つかある。

3、 時代

縄文時代

4、 遺構 ・遺 物

多量な遺物出土をみた本遺跡での発掘調査は久しくなかったが最近になってその

機会 に恵まれた。

昭和61年2月 には、村道514号 線の工事に伴 う立合調査が行われた。この時は若干

量の縄文中期後半の土器片の出土をみたが遺構の確認はなかった。

平成5年5月 に行われた発掘調査では縄文中期後半の竪穴住居吐4、 小竪穴1、

土坑2な どの検出をみた。平成8年12月 に行われた排水路工事に伴 う立合調査で

は、同時期の竪穴住居吐5、 土坑6の 確認を得た。その結果、本遺跡地での縄文

中期後半集落の拡が りは、南北110m、 東西130mの 範囲に及ぶ ことが明らかにされて

きている。 この調査結果については既に三郷村教育委員会より 「東小倉遺跡」 とし

て2冊 の報告書になって刊行 されているので、ここでは再掲せず、そちらをご覧い

ただきたい。

平成5年 の発掘調査報告書では、調査遺構 ・遺物の他に既出遺物 として一項 を設

けて若干量を報じたが、記載できずに残されたものが相当数あった。本資料集へは

これら残されたものをでき得る限 り載せるよう努力したが、まだ残るものがあって

残念に思う。裏をかえせば東小倉遺跡が如何に遺物出土量が多いか ということにも

なる。今回は民俗資料館 に保管されていたもの、 日比野允夫氏採集保管のもの、堀
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内國利氏採集で教育委員会 へ寄贈 の もの を中心 に図示 した。石器、石製 品が中心で、

土器 、土製 品が1点 ずつであ る。

石器 、石製 品 には、打製石斧、磨製石斧、敲石 、磨石 、石皿、砥石、石 臼、蜂巣

石、石棒 、丸玉石 がある。

打製石斧 は第27図1～3、 第29図33の み図示 したが、 この他 に堀 内國利氏採集品

が多量 にあ る。多量 な打製石斧 のあ り方 は工房吐 を想定 させ るほ どで本遺 跡の遺物

の一特長 であ る。ここで注 目され る もの に1の 大形品が ある。長 さ31cm、 重 量2.1kg

とい うものであ る。類例が対岸 の黒沢川右岸遺跡 や南松原、大室の各遺跡 にもあっ

て どの ような使 われ方 を したのか興味深い。

磨製石斧 は第27図4～9、 第28図12～24、 第29図25～32で ある(図 版21)。 完形 品

が少 な く、使 用 によるのか欠損 品の多 いのが注 目され る。乳棒状石斧(12、13)と

定角式石斧の両者 があ るが数 の上 では後者 の方が多 い。 また定角式 には5～9の よ

うな小形 の ものがあ り、 これ らは墾形石斧 とも呼 ばれる もので ある。石質 は、砂岩

(12、19、26)、 流紋岩(18、27、28)、 輝 石(21)、 硅長石(22、24)、 曹長石(23、
はんれいがん

31)、 蛇紋岩(29)、 斑蠣岩(30、32)で あ り、研 くと光沢 をみせ る岩石が多 く使わ

れている。姫川流域か ら運 ばれた ものの多 い ことがわか る。

敲石 は第29図34、35で 使 用のためか欠損 してい る。34は 斑礪岩、35は 砂 岩で ある。

磨石 は第29図36、37、 第30図38、40で ある。いずれ もよ く研磨 されて、すべすべ

している。38に は端 に打痕 があ り、敲打具 としての使用 もあった。 そのためか36、

37は きれ いな割れ 口をみせてい る。石質 は36が 斑糖岩、37、38が 砂 岩、40が 安 山岩

である。37に は 「小倉 開墾地 、昭和8年8月 」、38に は 「開墾地」の注記 がある。

石皿 は第32図50～52、54、 第33図55～61で あ る。50、52、54(図 版22)は 完形品

であるが他 は欠損 してい る。縦方 向に割れた もの(55)よ り横 方向に割れ た ものの

多 い ことに気づ く。すべて安 山岩製で あ り、51に は 「昭50、1東 小倉降旗弘志」

の、57に は 「大正8年 小倉 開墾地」 の注記がある。

砥石 は第31図49と 第32図53の 二点が ある。49は 欠損 してい るが巾5cmの 断面長 方

形 をなす平砥 石で、一面 の中ほ どに巾2cm程 の研磨面 をもっている。層状砂岩製 で

ある。53(図 版22)は 長 さ25cmの 砂岩の中央 に長 さ21cm、 最大 巾約2cmの 凹んだ溝

を もつ もので玉砥石 と呼 ばれ る ものであ る。

石 臼は第30図39で 、真 中に径7cm、 深 さ3cm程 の一穴 を もつ。

蜂巣石 は第31図48で 、長径18cmの 安 山岩 に20個 程 の凹みを もつ もので 「開墾地」

の注記が ある。 多孔石 とか雨垂石 とも呼ばれ るもので用途不明であ る。

石棒 は第31図43～47が ある。43、44(図 版22)は 有頭で あ り、長 さ21cmと23cmを

計 る。共 に一部分が欠 けてい る。46は 棒状 のもの、45、47は 欠損品である。いずれ
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第27図 東小倉遣跡出土石器その1(13)
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第28図 東小倉遺跡出土石器その2(13)
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第29図 東小倉遺跡出土石器その3(13)
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第30図 東小倉遺跡出土石器その4・ 土製品(13)
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第31図 東小倉遣跡出土石器その5(1
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第32図 東小倉遣跡出土石器その6(16)
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第33図 東小倉遺跡出土石器その7(16)
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も堀内國利氏採集品であるが出土状況等不明である。石質は43が砂質凝灰岩、44、

45が点紋緑泥片岩、46、47が 砂岩である。

丸玉石 は第27図10(径2.5cm)、11(径2cm)の もので、古墳時代の装身具 として

の丸玉 とは異なる。

これらの他に第30図41の 注口土器の注口部 と42の土偶腰部がある。共に日比野允

夫氏採集品であり、注口部 は東小倉遺跡では数少ない資料で貴重である。土偶腰部

には上体から続 く沈線や勾玉状ないし蕨手状の沈線がみられる。股の付根から胴部

中央へ完通する穴 と、両脚部付根にそれぞれ穴がある。中期後半所産の土偶である。

以上図示 した遺物であるが、既報告遺物の補充資料 となるものである。それにし

ても本遺跡における遺物 の種類の多さ、打製石斧の多量さ、磨製石斧の多さ、信仰

関係遺物(石 棒、土偶、石冠、三角疇形土製品、丸玉等)の 多さに驚かされる。
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みなみまつばら

19、 南 松 原 遺 跡 (三郷村 遺跡番号NQ10)

1、 所在 地

三郷村大字小倉1877番 地～2419番 地一帯(南 小倉)

2、 遺 跡地

黒沢川が山地より平坦部に流れ出たわずか下流左岸 に伝説の山 「室山」がある。

この山頂には、保養施設 「室山荘」があったが、この度新築なって農業体験実習館

「ファインビュー室山」が開業 している
。西側からは温泉掘削に成功し、変貌著し

い山である。

本遺跡地 は、この室山と黒沢川に挟まれた畑地帯にあり、黒沢川の流路のように

西から東へ緩 く傾斜 した地形をなしている。東小倉遺跡のところでも記 したが、 こ

こもかつて小倉官林 と呼ばれた所であ り、遺跡名のように松原の続 く地であった。

大正8年 から始 まった開拓 によって畑地 となり、現在は果樹園が多 く営 まれている。

室町方面か らの道路が黒沢川にかかる赤沢橋 を渡 り、段丘を登 り切った交差点に

村史跡指定南松原遺跡の標柱が立てられてその所在 を示 している。昭和45年 にこの

農道工事の際、縄文中期の竪穴住居吐が発見されたので発掘調査を実施 し、その集

落の一端を露呈することができた。

集落の中心は農道の東側になる模様であ り、サカタ種苗にまで及ぶか は未確認で

ある。黒沢川に寄った段丘沿いに近い地点 にあることか ら、同川の水が生活のため

の水であったことが容易に理解できる地である。

上流方面には黒沢浄水場東遺跡、東方には東小倉遺跡が、対岸の西方には長者屋

敷遺跡、東方には調整池北遺跡や黒沢川右岸遺跡等が続 くところで遺跡の密集する

地域である。

3、 時代

縄文時代

4、 発掘 調査 の経緯

本遺跡は昭和45年12月 に三郷村教育委員会によって発掘調査が実施 された。諸種

の事情で発掘調査報告書は刊行 されていないが、樋口昇一氏により 「三郷村誌1」

にその結果が記載されている。 しかし、報告書ではないため調査の経緯等は記され

ていない。当時調査に当たった教育委員会や調査団長樋口昇一氏、調査主任土屋長

久氏、及び、調査員によって原稿執筆がなされたり、村長の序文 も書かれて報告書
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刊行の準備が進んでいた。ここではそれをもとに経緯を記して言弓録にとどめておき

たい。

(1)発掘調査に至るまでの経過

昭和45年12月9日

県教委社会教育課文化財担当 金井汲次指導主事か ら埋蔵文化財包蔵地所在地番

5251番 附近の現在農免道路工事中の場所から縄文時代中期の住居吐が出ていると豊

科建設事務所大久保技師から連絡があった旨電話にて報告があり、す ぐ調査するよ

う指示された。そこで午後大久保技師、村文化財審議委員長猿田文紀、教育委員会

萩原の3人 が現場へ行 き話 し合った結果、筑摩高校樋口昇一教諭から住居肚か どう

かを確認して もらうことになった。

12月10日

樋口、猿田両人 と萩原、それに農免道路工事を進めている南安曇地方事務所耕地

課職員4人 を含め確認をする。樋口教諭から縄文時代中期 の住居肚には間違いない

という確証 を得、発掘の計画などについて翌 日金井指導主事 と話 し合 うことになっ

た。

12月11日

県から金井主事、地元から猿田、萩原、地方事務所耕地課か ら大沢課長外3人 、

工事請負の鶴見建設有限会社 と発掘について具体的に話 を進めた。その結果、県で

工事費のうちから発掘費用20万 円を支出するという内諾が得 られ、年の瀬、降雪と

いう条件などを考慮 し、12月13日 に第一次調査をすることになった。しかし、何に

してもリンゴ畑 ということと、 リンゴを一時仮植して この住居吐の出た畑 を床下げ

し、 この畑へ植 え戻すという非常に困難窮 まる発掘 となったのである。

(以上教委の経過から)

(2)南松原遺跡発掘調査団

顧問 藤:沢宗平、原 嘉藤

調査団長 樋口昇一・

副団長 猿田文紀

調査主任 土屋長久

調査員 小松 度、篠崎健一郎、山田瑞穂、神沢昌二郎、太田喜幸、大久保邦彦

調査補助員 白沢幸男、百瀬新治、臼田武正、塚本俊一、中村あつ子、小林良子

(以上信州大学生)
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調査協力員 松本正規、古屋秀雅、安高康行、松沢宗利、松本県ケ丘風土研究部大

沢哲他14名

このように調査団を結成 して発掘調査に当たったが、実際に活動したのは、団長、

調査主任、調査補助員の信大学生、県ケ丘風土研究部の人達であった。

(3)発掘調査 日誌

12月13日(第 一 次調査)

樋 口団長以下13名 の調査員及 び調査補助 員 と県ケ丘高校大沢哲他8名 、 それ に村

か ら文化財審議委 員4人 と宮沢教育委員長他手伝 う者8名 が参加 して、第一 次調査

を実施 した。

遺 跡全面 にわた って表面採集 をした ところ縄文 中期(勝 坂式)土 器 片が広範 囲に

散布が み られた り、既 に道路工事で切 断 された地層断面 には4箇 所 にロームを切 り

込 んだ竪穴がみ られた りする ことか らここに勝坂期 の集落 の存在が確実視 されるに

至 った。

そ こで室山山麓南 に傾斜す る段丘先端部 に、南北 に走 る道路 と概略平行 に南北方

向 に3本 の トレンチ を設定 した。各 トレンチ は、巾2m、 長 さ16m、 西 よ りA、B、

Cト レンチ とし、各 トレンチ は、南か ら2m毎 に区切 り1区 、2区 …… と呼称 して総

数24の 区画 を設 けた。 リジゴの木 のためABト レンチ間 は3.5m、BCト レンチ間 は

4m離 れて平行 に とった。そ して遺構分布状 況確認 のため、12区画 の掘 り下 げ作業 に

かか った。

地層 は耕作土、黒色土、褐色土層か らローム土へ と移行 し、 ローム土 までの深 さ

はB1区 で70～85cm、C7区 で85～90cm程 である。従 って基盤 のローム層 は、南 が

やや浅 く北 にわずかな傾斜 となってい るのが観察 され る。

遺構 の認 められたの はA・Bト レンチで、A1及 びB4区 か ら竪穴 の壁 の一部分

が、 またA3、A5、B1、B7、B10区 か らは竪穴 の柱穴及 び床面が検 出 されて、

トレンチ設定の範 囲内に3～4軒 の住居吐 の存在が知 られた。

本 日の遺構分布調査 に基づ き、後 日、本格的 な発掘調査 を行 うこ とで第一次調査

は終了 した。午後 か らは小雪 まじ りの強風 の中での調査 であったこ とが記 され てい

る。

12月16日(第 二次調査)

第一次調査の成果から、安曇平における勝坂期集落吐の記録保存の重要さが、村

当局、工事関係者、地主等に共通理解されて工事延期の配慮がなされた。 リンゴの
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植 え替 え作業 もあって、12月20日 まで発掘調査 をす る ことにな る。

調査 は樋 口、猿 田、土屋が専従 し、他 に信大生 白沢、百瀬 、臼田、 中村、小林が

主体 となって、12月13日 検 出の遺構 を中心 に集落吐全体 の調査 にかか る。住居吐付

近 は地表 よ り50cmを ブル ドーザーで除去 し、B7区 第1号 住居吐 の調査 を進 める。

また、各 トレンチ を北方 に延 ば し遺構 の確認 に当たる。村 有線放送 か ら取材 がある。

12月17日

白沢、百瀬、臼田、小林、中村、塚本の6名 に樋口が午前中、土屋が午後担当し

た。

1号 住居肚の西側より2軒 、東方から1軒 が発見され、3～5号 住居祉 と命名さ

れた。本 日は各竪穴住居吐のプランの検出を行った。

本遺跡 における竪穴住居吐は、道路工事面に露出しているもの等を合わせて11軒

とな り、その分布 は4・6号 吐に切 り合いがあるが、他の全ては約1m間 隔の広さを

もって構築 され、集落は円形ないし弧状に営 まれているように推定される。竪穴の

プランも楕円形の状況をなしているものと観察される。

発掘が本格化するにつき、村から村長が現場視察に来る。

12月18日

猿 田、土屋、白沢、百瀬、臼田、中村、小林、塚本の8名 。本 日は2号 吐、5号

吐を明 らかにすべき発掘に全力を注 ぐ。

2号 住居肚は、竪穴上部のレンズ状 に堆積 した黒色土層中の土器群を取 り上げ中、

床より15cm上、つまり土器群の最下部面に焼土3箇 所が発見 され、その規模は約70×

80cmの もので厚さは5cmと なってお り、この周辺を精査すると1辺3.5mの 小竪穴が

発見され、一括遺物 はこれに伴うことが考えられた。隣郡朝 日村熊久保遺跡や塩尻

市小丸山遺跡に所謂 「熊久保パターン」と仮称された遺物出土状況があって、本2

号住居吐 は、それによく似た状態であるので興味深 く炉の精査追求を行った。小竪

穴下約15cmよ り、明瞭な床 と炉を伴う住居肚が検出された。そこで前述の小竪穴か

らは焼土の確認 もあるので一応住居吐 とは分けて第1特 殊遺構 として扱った。

第5号 住居吐は、覆土上部より土器片が多量に出土し始め、更に床面上10～15cm

から一括 土器12個 が出土 し始めた。

また、南松原遺跡について村一円に有線放送を通じて報道 されたので関心のある

人々の見学が多 くなった。特に本日は、信濃毎 日新聞社、中部 日本新聞社が来て記

事 にする。前者は20日、後者は19日朝刊 に掲載される。午後には地方事務所松崎所

長、大沢耕地課長も来られた。
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12月19日

樋口、猿田、土屋、白沢、百瀬、臼田、中村、小林、松本、塚本、松沢、古屋の

12名 に県ケ丘風土研究部11名 が加わる。

第5号 住居吐 は遺物の取 り上げを行い、床面の精査にかかる。竪穴は楕円形プラ

ンを呈 し、周溝が存在 し、焼土はわずかで炉縁石はすでに除去されていた。竪穴内

は幾度 か建 て替 えがあったようで柱穴が多い。主柱穴 と思われ る柱穴 問には幅

10～12cmの 溝が発見された。

第1号 住居吐は、竪穴のプラン追求中に、ローム面近 くの北側覆土に3個 体分ほ

どの土器出土がある。床近 くの中心部に自然石の堆積 と共に遺物が12箇 所より検出

された。竪穴は本吐も楕円形のプランであり、炉は小形のものである。

第3・4号 住居吐は、午後より完掘作業にとりかかった。第3号 吐は壁が12～15

cmで床面 とな り、覆土中からは全 く遺物が発見されない。第4号 吐は、覆土上部 よ

り遺物が多量出土 となり、明日の工事作業 と併行 して調査を進めることとなる。

本 日は定例村議会の合間に議員全員が視察 し、樋口団長から説明を聞 く。 また小

中学校の社会科担当の先生をはじめ、多 くの先生方がみえた。午後には小中学生お

よそ500人 ほどが見学にきて、発掘する者 も非常にファイ トが湧 く。

12月20日

樋口、猿田、土屋、百瀬、白沢、臼田、中村、小林、松沢、古屋に県ケ丘風土研

究部8名 。

第4号 住居肚の完掘に全力を注 ぐ。また1号 住居吐 と5号 住居吐の空間8×6m

の範囲を清掃し竪穴の壁外地域 に何かあるのか追求作業に当たった。ここからは多

数の柱穴群が確認されたのみで、焼土、炉、床面等の検出はなかった。また黒褐色

土層中からも遺物の出土はなかったが、柱穴群 をまとめて第2特 殊遺構 として扱っ

た。

4号 住居吐は楕円形プランを呈し、炉の中央からキャリパー状の口縁 と底部を欠

いた埋甕炉が発見 された。また、東壁からは本吐に切られた竪穴が発見され、これ

を第6号 住居吐 としたが完掘には至 らなかった。か くして、5軒 の竪穴住居吐 と2

箇所の特殊遺構 を調査 し得て、第二次調査を終了した。調査時点では道路工事面で

みられた竪穴 を含め11軒が確認 されていたが、調査後工事中に新たに東方地点から

3軒 の存在が知 られて合計14軒 となった。

この日も霜柱の立つ寒い日であったが、村長 をはじめ多 くの村民や新聞報道をみ

て知った村外か らの見学者が多かった。そして、明日には潰される住居趾 を残念そ

うに見つめていた。この間、住居吐をこのままに復元して代替地を探 し、 リンゴを
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移植 しようという意見 も幾度かもち上が りながらも、道路事情 という堅い壁にはど

うすることもできなかった。

13日から20日 まで急 ぎに急いだ発掘も樋口団長をはじめ土屋氏、信州大学生、県

ケ丘高校生など、また、地主降旗光男氏、村当局の方々の暖かなご理解、ご協力の

うちにスムースに計画が遂行で きた ことに深 く感謝する次第である。

(4)整理作業

12月21～25日 、及び、2月19日 ～3月10日

樋 口、土屋、 白沢、百瀬、中村、小林が 中心 にな り、団長宅 にて遺物 の水洗 い復

元土器 の整理、及 び、復元作業 等 を行 う。復元実測可能 な土器約65点 、石器14点 を

数 えた。遺物 については、土偶 等の土製 品、 また、該期特有 の有孔鍔付土器等 が出

土 していないか注意 して整理 に当た ったが見 当た らなか った。

以上、発掘調査の経緯について、報告書刊行のために書かれた調査団の日誌 と教

育委員会の経過 とから編者がまとめた。 ここに記 して年月 と共 に忘れ去 られようと

する当時の情勢を記録にとどめてお きたい。

また、報告書のために、村長か ら 「序文」を、教育委員会からは 「あとがき」を

それぞれ用意 していただいた。 これ も当時をふ り返 る貴重な資料であるから載せて

おきたい。

序 文

当村小倉地区は太古か ら聚落の発達 したところであると聞いていた。村内のいた

るところで、農耕の鍬の下から、家 を建てるため土台を築 こうとして掘 り起 こした

土の中か ら、また、ある時は大水が出て押 し流された土砂の中にまじって、さまざ

まな土器が ころび出て、それは大方個人の所有になっている。相当数のものは好事

家の手に渡って村外に持ち出されているということも聞いている。

それで村の中にとどめておきたい ということで、 これらの出土品を学校教育に資

するという目的で、村内の保持者か ら提供 してもらって、現在中学校の社会科資料

室 に陳列 されているものがかなりある。

はからずも昨年12月 、南松原地籍の農免道路建設工事の現場から沢山の土器が出

ているということで、県教育委員会の指示にしたがって発掘調査を進めたところ、

縄文中期の住居吐が密集していて、約五千年前のものであるということである。そ

の中か ら学術上貴重な土器が幾点 も発見された ということを喜んでいる。

太古 この辺一帯 は、西に山を控 えて獲物 も多 く、黒沢川の水便 もよく、村人の生
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活上の好適地であった と思われる。 したがって住居肚 としては四千年前のものも、

三千年前のものもあるだろうということである。やがて これらのものも発掘 される

機会を得て、遠い祖先の生活の有様を目のあたり想見することが出来ればという希

望を持っている。そのためには、これまでの出土品もこれから発掘 される出土品も

まとめて展示する考古館のごときものを建設 して一・般の観覧に供 したい と考えてい

るのである。

今回の発掘調査が考古学や民俗学の研究に役立ち、わが三郷村の歴史の源流を明

らかにすることが出来るということはまことに喜びに耐えない。

昭和46年3月10日

三郷村長 中田又三郎

あ と が き

年末の慌ただしい12月13日 から20日まで8日 間に亘る埋:蔵文化財緊急発掘調査も樋口

団長を始め、諸先生方の絶大なるご協力を得て無事計画通 り遂行で きましたことは感謝

に耐えません。また、その後の整理、復元作業 においては樋口団長、土屋調査主任、信

大生、県ケ丘高校生には、昼夜 をわかたず熱心にご尽力 くだされ、20余 個の土器が立派

に復元されたことについても、また、感謝に耐えない ところです。

ここに実に立派な報告書ができあが り、私達の祖先の生活実態を知る貴重なものとな

りました。ぜひいつまで も保存 し、また、活用していただきたいと思います。一番残念

なことは道路工事 との関係 もあり、住居吐が保存で きなかったことです。しかし、今後

発掘保存計画、並びに郷土館の建築計画がで きれば、 という希望をもってお ります。今

後村の歴史 を知 るうえで貴重な資料 として広 く村民一般のものとして生かしてもらいた

いものです。

昭和46年3月10日

三郷村教育委員会
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南松原遺跡構一覧表

(単位cm)

遺構プラ ン
,規 模

東西×南北
壁 高 床 面 炉 周 溝 柱 穴 内部施設 遺 物 備 考

15～25南 水平で堅 中央に石囲炉 柱穴9 貯蔵穴 土器 住居廃絶後に土
1
号 楕円形 390x500

壁が高い い (石抜去)
なし

主柱穴は6 中央に馬蹄 石鎌 器投棄

住 径20～30 形状に浅い 打石斧 北に特殊遺構2

深 さ30前 後 凹み 磨石斧 (図版12)

隅丸方形 北51 水平だがあ 中央 に石囲 炉 主柱穴3 土器片 南側未発掘

2 か不整円 西52 まり堅くな 45×50の5角 形 (1末 掘) 数片 上部に特殊遺構

号 形 400x400? い で深さ12 な し 径25、 深 さ 1
住 プロツク状 炉縁石5個 わず 15^一30

に薄い砂 かに焼土

南10 大半が固 中央やや南に石 柱穴12 炉の周辺に 床面遺物 (図版12)

3
20 め られて 囲炉 主柱穴 浅い凹み な し

号 楕円形 460x520 い る 径40の6角 形 な し 7～8 柱穴間に溝
住

炉縁石6 径 ・深 さ 3本

焼土 ・灰なし 40^一50

東40 水平で堅 中央やや北に石 主柱穴5～ 炉の西南に 土器11 西南部未発掘

西20 い 囲埋甕炉 6に なろ う 浅い凹み 凹石 6号 住 を切 って

4 炉縁石8個 径25、 深 さ い る

号 楕円形? 380x470 径20、深 さ50の穴 なし 30前 後 (図版13)
住 の中に底部のな

い土器

底に小礫と焼土

水平で固 中央に石囲炉? 巾10～15 主 柱 穴 中央部に浅 床面遺物 住居廃絶後に土

め られて くずされて炉縁 深 さ10 P1^一P7? い凹み はない 器投棄11個体
5
号 楕円形 480x590 30

いる 石3個 と焼土 全周する 多数の穴と (図版14)

住 溝(間 仕切

り?)

貯蔵穴

6
号
住

不明

(円形?)
不明 南20～30 堅 く水平 未 堀 不明 不明 不明 なし

4号 住 に切 られ

る

25～30で 部分的に 北隅に3個 半完形や 10～15下 に2号
特
殊 壁は傾斜 貼床状の の自然石 口縁部の 住
遺
構
1

隅丸方形? 310x310? 堅い面

焼土

な し 一 な し みの土器

23個

打石斧8

特
殊 列状に並んだピ

遺
構
2

不明 一 一 一 『 一 一 一 一 ッ ト他約20個 の

穴
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5、 遺 構 ・遺 物

(1)遺 構

本遺跡で14軒 の壁穴 住居吐 の存在 を確認 して、 その うちの第1～5号 住居 吐 と特殊

遺構2箇 所 を調査検出 した ことは経過 で記 した通 りで ある。 また、 この調査 で得 られ,

た結果 につ いて は、既 に 「三郷村誌1」 に樋 口昇一氏 によって詳細 に述 べ られている

ので、本資料集で は再 掲す ることは控 え、村誌 をみていただ くようにお願 い したい。

しか し、村誌 を見 られない方のために、遺構図 は再掲 し、遺構 についての状況 は一

覧表 にま とめたので参 考 にしていただ きたい。

(2)遺 物

①第1号 住居吐

土器 と石器が ある。土器 は第42～44図 の1～6と 第53～56図 の1～47の 拓 影で ある。

第42図1は 、底部 を欠 くが 口径26cm、 現存高37cmを 計 るバ ケツ形 の器形 を とる深鉢

で ある。いわ ゆる抽象文 を もつ土器 である(図 版16-1)。 明 るい茶褐色 を呈 し、胎土

に細か い石、砂 を含むが緻密 で、他 の本遺跡出土土器 とは若干 の違いがみ られ る。他

所か ら運 ばれた ものであ ろう。

文様 は三区分 された横帯 区画 か らなってい る。 口縁部 は平行す る隆帯 の中 に、 円が

2個 と斜線 に続 く半円状が隆帯でつ け られてい る。隆帯 の両側 には板 ない し箆状工具

による連続 押引文 が施 されている。胴 部 も平行 す る隆帯 の間 に波状 の うね りが5つ あ

って一周 してい る。 この隆帯 の両側 は口縁部 同様、両側 に連続押 引文 がみ られ る。い

わ ゆる山椒 魚文 とも呼 ばれ る一群 の抽 象文 である。 そ して 口縁部、胴部 の隆帯間 の空

間 にはRLの 縄文 が施 されて ある。底部 は無文帯 となってい る。NQ1土 器で ある。

1と 同様 な抽 象文 を もつ ものに第55図27や 第56図39が あ る。39は 口縁部 に縄 文が施

され、 その下 に楕 円区画 を構成 し、以下 に抽象文 をつ けてい る。

第42図2(図 版16-2)は 底部 を欠 くが、 口径23.5cm、 現存高29.5cmを 計 るもので

胎土 よ く、黒褐色 を している。 口縁部 は直斜状 に開 く器形 であ り、4箇 所 に突起がっ

くため波状 をなしてい る。突起 の1つ がキノ コ状 をな して装飾効果 をみせてい る。文

様 は口縁 に平行 する横帯区画が2段 あ り、上下共 に4区 画 されてい る。上 の区画 内に

は細 か に沈線が刻 まれ、 それ を2～3本 ま とめるかの ように円弧が押 されて いる。下

は楕 円区画 内を斜 めの沈線 と板状工具 による細 かな押 引文 とが2組 ずつ続いて いる。

胴部 は垂下 す る隆帯間 を斜 めの沈線 で満 たす とい う溝 図 を とってい る。Nα1土器 であ

る。

第42図3(図 版16-3)も 底部 を欠 くが、口径34cm、 現存高34cmを 計 る深鉢 である。

口縁部 は緩 く内蛮 し、頸部 が細 まって胴部 に膨 む器形 となっている。胎土 に小石、雲
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母 を含むが焼成 と共 に良好 で黄褐色 を呈 している。 口縁部 は突起 が1箇 所 あ る平縁で、

頸部 にか けて無文帯 をな してい る。頸部 に は平行す る隆帯 の間 に楕 円区画 が7区 画あ

る。楕 円内 には、 まわ りに連続押 引文 がその中に横方 向の波状 沈線 がみ られ る。頸部

か ら胴部 にか けて は縄文が施 されてい る。NQ4土 器 である。

第43図4(図 版16-4)も 底部 を欠 くもので、 口径38.3cm、 胴径38cm、 現 存高46cm

を計 るやや大 きめの深鉢 であ る。 口縁部 は直立状で胴部がやや膨 み、以下底部 に細 ま

って い く器形 を とってい る。口縁 に は6個 の突起がつ くため波状 口縁 をな し、突起 は

完通 す る丸 い穴 を もつ もの、渦巻文 をもつ もの、山状 の ものがそれぞれ対 になってい

る。そ して口縁部 に は縄文が施 され、 その下 は3段 の横帯 区画が、それ に続 いて再 び

縄文 とい う文称構成 をな して いる。3段 の横帯 区画 は上 の2段 が共 に7個 の長楕円区

画で、隆帯 で囲 まれている。楕 円内 には中 に沈線 が波状 に引かれ、周囲 は板状工 具に

よる連続押 引文 が密にみ られ る。3段 目は三角形 が交互 に20個 組み合 わ されて一 周 し、

隆帯内 には押引文 と三叉文が ある。NQ6土 器 であ る。

第43図5(図 版16-5)は 口径37.3cm、 底部11cm、 器高17cmの 浅鉢 であ る。黄褐色

を呈 し、胎土 に砂 を含 むが焼成 と共 に良好で ある。文様 は口縁部のみ にあ り、播鉢状

の下部 にはない。 口縁 には4箇 所 に突起が あるため緩 い波状 をなしてい る。 口縁下 の

最大径 をなす ところに隆帯 があ り、押指圧 されたため波状 に連鎖 してい る。 その一 つ

一 つに三角押引文がみ られ る。Nα2土 器で ある。

第44図6は 全体 の約%を 図上復元 した もので ある。推定 口径31cm程 で、黒褐色 を呈

し胎土 に小石、砂 を含むが焼成 と共 によい。平縁で平行 する隆帯が め ぐり、胴部 にか

けて楕 円区画 と長方形 区画及 び垂下 する隆帯でバ ランス よ く文称構成 してい る。区画

内に は箆 ない し棒状工具で引かれた沈線が ある。 また隆帯上 には刻 目文 がつ けられて

い る。Nα16土 器 である。

以 下、区画文 を もつ もの について記 したが、2、6の ように器全体 にみ られ るもの

と3の ように部分的 にアクセ ン トをつけるか のように構成 され る もの とがあ る。

全体的 にみて も、 区画が縦長 方向の もの(第53図2、3、 第55図19～25、 第56図38、

44)と 横長 区画の もの(第53図1、4、5、 第54図6～10、 第55図28～34、36、37、)

とに大別 され る。縦長 区画 は、2、3、21、23等 でみ るように長方形 、三角形、菱形

等 を巧 みに組 み合 わせ た り、円や渦巻文 を加 えて文様効果 を高 めてい る。 区画 内 は沈

線 が密 に描かれていて全体的 にバ ランスの とれ た美 しさがある。 これが区画文土器 と

呼 ばれ るにふ さわ しい もので ある。横帯 区画 の もの は長楕 円区画が多い。30～34、37

のよ うに三角形区画 もあ り、円 に三叉文 を もってい る。 また、2、38の ように口縁 に

把手 ないし突起 をもつ ものが あって器形装飾 にアクセ ン トを付 けてい る。

口縁部が縄文で飾 られる11や14、 胴部 にそれがみ られ る15～18、35、40も ある。
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第56図40～47は 底部片で ある。推定底径9～13cmで あ り、器外面 は多 くは茶褐色 を

して胎土 ・焼成共 に良好 といえる。器内面 は一部黒 変があった り、黒色炭化物 の付着

してい る41、45が あ る。 また底面 に網代痕 を もつ42、43等 がある。47はNα12土 器で あ

る。

以上 が第1号 住居吐 出土 の土器で あるがいずれ も藤 内1期 に比定 され る もので あ り、

廃絶後 の土器一括投棄 の問題 もあるが、本 吐の所属 時期 もその期 に考 えて問題 はない

と思われ る。

石器 には、第73図4～7が ある。

4は 細粒砂岩製 の打製石斧で、欠損 してい る。5は 硅質細粒砂岩製の掻器状 の石器

であ る。剥片 をうま く使 い薄 く剥離 した一端 に刃 をつ けている。6は 長 さ14cmを 計 る

粘板岩 の凹石 であ る。 凹みは両面 にあ り、一端 には打痕が み られ るこ とか ら敲打器 と

しての使 用 もあった石器で ある。7は 石皿 の破片 である。石器出土の少な さが注 目さ

れ る。

②第2号 住居吐

本 来な らば特殊遺構1と して扱 うべ き遺物 であ るが、第2号 住居肚 として まとめた

ので了承 されたい。 それは若干の疑 問点があって検討すべ き問題 が残 されているので

あえて第2号 住居吐 出土 として ま とめた次第 である。

即 ち、遺構一・覧表 でみるように、本 肚廃絶後 に遺物 の一括投棄 があったが、特殊遺

構11と して扱 ったの は、2号 住居吐床 面上約15cmに 部分的 に貼床 らしい もの と焼土が

ある ことか らであ り、 その点か らは発掘 時の所見 を大事 に考 えたい。 しか し出土土器

をみた時、大部分 は藤 内期で あるが、その中に若干量の曽利期 の土器が混 じるこ とで

あ り、 それ をどの ように考 えた らよいか とい うことで ある。特殊遺構1の 時期の問題、

住居廃絶後 の遺物投棄 の問題 など不 明 と言 うほか はな く結論 は出せ ない。発 掘調査 に

参加 しない者 の勝手 な推論 として、第1号 、第5号 住居肚 に も廃絶後の遺物 一括投棄

が あるので本吐 もそれ と同様 に考 え、 しば ら く経過 した曽利期 に何 らかの遺構 が作 ら

れて焼 土 はそれに伴 うもの と考 えれば両期 の土器 について説明 はつ く。 ともか く第2

号住居吐 と特殊遺構1に は課題 があ るとい うことであ る。

出土遺物 には土器 と石器があ る。

土器 は第44～48図 の7～22と 第57～62図 の拓影1～57で あ る。説 明上、「図○」 は

44～48で あ り、 「拓○」 は57～62図 である。

図7(図 版17-6)は 底部 のみを欠 くが、 口径17.7cm、 現存高22.5cmを 計 る。胎土

に多量の石英、長石、雲母 を含 むが緻密で あ り、焼成 もよ くて明茶褐色 を呈 してい る。

直立状 の胴部 か ら口縁部 に直斜状 に拡が り、 口縁部 は内湾 してい る。平縁で 口縁 に平

77



行 に刻 目をつ けた隆帯が まわ り、6つ の突起 があ る。 その下 は図でみ るような楕円状

の区画 と斜 めにつ け られ た先が まるまる隆帯 で大 き く分 け られ、その間 に沈 線が施 さ

れて いる。胴部下半 には波状 の沈線 が垂下 している。遺物出土状況Nα2の 土器 で ある。

これ と同様 に区画で構成 され るもの に、拓10、26、29、34、35、39、40、48～50が

ある。拓10、26、29、34、49は 縦長 区画 でいわゆる区画文土器 と呼んで よい ものであ

る。拓26、29はNQ10の 土器で あ り、拓34はNα21の 土器で ある。

拓34は 推定 口径21cmで 、緩 く内蛮 す る器形 をとり、 口唇部 に刻 目をもつ。 口縁部 は

無文帯で以下 に区画が み られ る。拓35は 推定 口径11.5cmの 小形 品で、山形 の突起 を口

縁 に もつ。 口唇部 か ら下 に巾広の刻 目文 が まわってお り、頸部 か ら胴部上部 に2本 の

隆帯が つけ られ ている。上 の隆帯 は押圧 して円形状 をなし、下 の は刻 目をつ けている。

口縁部 に は横長 の区画が ある。拓39は 推定 口径23cm程 で、漏 斗状 に開 く口縁 をもつ器

形 で、口縁部 に は三角形状 の平行 沈線 で囲 まれた横帯 区画 をもつ。 区画 内に は三叉文、

渦巻文状 の ものが描かれ てお り、その間に縄文が施 されて ある。図2土 器 よ り若干先

行 す る文様構成 である。拓40は 特長 のあ る張 り出 した屈折底部 をもつ もので藤 内II期

か ら井戸尻期 にみ られ る。拓48～50は 隆帯 に特徴が み られ るものであ り、拓49に は横

区画 と縦 区画が巧 みに構成 され精巧 な感 じの土器 にみえる。

図8(図 版17-7)は 底部 を欠 くもので、 口径34.2cm、 現存高38cmを 計 る。筒状 に

近 い器形 をとっている深鉢で あるが、底部へ はつぼまってい くもの と思われ る。黄褐

色 を呈 し、小石、砂、雲母 を含むが胎土 も焼成 も共 に良好 といえる。 口縁部 は低い波

状 とな り4箇 所 の うち1箇 所のみが把手状 になって いる。無文 の口縁部下 に刻 目をも

つ平行 隆帯 があ り、 その中に長楕 円の横帯 区画が4つ ある。 区画 内は縦方向 の沈線 で

切 られ、一 つお きに刻 目を施 してア クセ ン トをつ けてい る。以下胴部 には縄文 がみ ら

れ る。Nα9土 器 である。

図9(図 版17-9)は 口径15.2cm、 底径7cm、 器高22cmの 深鉢で あるが文様構成 は、

図8に 似 てい る。底部か ら口縁 にか けてわずか に開 く器形 で平縁で ある。器外面 は薄

茶色 で一部 に黒褐色が み られ、器 内面 は底部が黒 っぽい。胎土 に極小小石 を含 むが焼

成 と共 に良好 といえる。 口唇部 には刻 目が施 され、 口縁部 は無文帯 とな り、以下 に4

区画 された長楕 円で飾 られ、そ して縄文 となるのは図8と 同 じで ある。NQ7土 器で あ

る。

図10(図 版17-8)は 横帯区画 がな く、波状 の隆帯が め ぐるのみで縄文 となってい

る簡 素な感 じの土器で ある。底部 を欠 くが、 口径34cm、 最大胴部径37cm、 現存高36.5

cmを 計 る深鉢 である。やや丸み をもった胴部か ら頸部 にか けてつぼ まり、そ して口縁

部 に外反す る器形 となってい る。NQ14土 器で ある。

また図16も 胴部以下が縄文で飾 られる深鉢であ る。 口縁部か ら胴部 にか けて の全体
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の約%を 図上復元 した もので、推定 口径35cm程 を計 る。 口縁 には把手が つ き、 わずか

の無文帯 の下 に楕 円区画 と2条 の平行隆帯が ある。 この隆帯 を境 にす るか の ように下

は直立状 であ り、 口縁部 にかけて直斜状 に外反す る器形 となっている。胎土 に小石、

雲母 を含 むが良好 であ り、器外面 は赤褐色 、器 内面 は黄褐色 を呈 してい る。 また器内

面 は調整 され てなめ らかで ある。Nα4土 器 であ る。

この ように縄文 を もつ ものに、拓11～13、16、25、27 、28、30～33、37、41等 があ

る。 口縁部か ら施 され る もの は、11、37、41で 口縁部 まで直立気味 の器形 となってい

る。37は 推定 口径9cm程 の小形 品、41は 推定 口径16cm程 で、口縁部 にわずか の段差が

み られ る。 また、縄文 と隆帯で特徴 的に飾 られ る ものに図17 、拓30～33が ある。図17

は図上復元 した もので、推定 口径33cm程 で ある。胎土 に小 石、雲母、石英 を含 むが焼

成 と共 に良 く赤褐色 に焼 きしまってい る。口縁 に は山状 の突起が あ り、そ こか ら隆帯

が垂下 して胴部 を一周 する ものに接続 してい る。隆帯上 は押圧 して平 らにされ文様効

果 を高めている。縄文が全面 にある。拓30～32は 同一個体でNα16土 器 である。 口縁 に

穴 のある把手がつ き、頸部 に横走 す る隆帯が ある。隆帯 には刻 目文がつ けられてい る。

拓33はNQ19土 器で、縄文地 に垂下 する隆帯がつ けられてい る。

図11は 、 口縁部か ら胴部 にか けての全体 の約%程 を図上復元 した ものであ る。NQ6

土器 である。底部 を欠 くもので推定 口径約40cmの 大 きめの深鉢で ある。胴部 か らほぼ

直立状 に口縁へ至 る器形 をみせ ているが底部 へ はつぼ まる もの と思われ る。胎土 は緻

密で あ り、焼成 もよ く堅 く焼 きしまって赤褐色 を している。器面 は調整 され平滑であ

る・ 口縁 は4箇 所 に波状 の突起 をもつ らしい。 そして 口縁 に平行 な隆帯 によって区画

され、長楕 円の横帯 区画が3段 み られる。楕円内 には平行沈線がつ けられてお り、板

状工具 を押 してつ けた ようにみえる。 この3段 の横帯 区画 の下 は波状 の隆帯 との問 に

平行沈線 によって区画 された五角形 とも三 角形 ともみ られ る区画が作 られてい る。波

状 の山 にな る箇所 には小突起がつ き、刻 目がつけ られて いる。

図12(図 版18-11)は 、図11に 似 た ような文様構 成 をもつ もので ある。4つ の波状

突起 、 口縁 に沿 った4つ の長楕円の横帯 区画、胴部 の波状隆帯 は共通 してお り、波状

隆帯 と横帯 区画間が垂下す る平行沈線 と縄文で区画 され る点が違い をみせて いる。 こ

れ も胴部以下 を欠損す るものだが、 口径36cmの 大 きめの ものであ る。黄褐色 で一部赤

褐色が み られ るが少々 もろい感 じの胎土であ る。 口縁 の波状突起 は波状 と山状 が対 に

なってお り、長楕円内の沈線 に も横 方向につけ られ る ものがあるので変化が ある よう

に感 じとれ る。Nα3土 器 である。

図15は 、推定 口径22cmの 深鉢片である。平出3A式 と呼 ぼれ る一一群 で、特徴的 な半

載竹管工具 による平行沈線が口縁部で は波状 に頸部 か ら胴部へかけては縦 方向 に描 か

れてい る。 口縁 には山状 突起 が4箇 所 あるもの と思われ る。突起 か ら垂 下す る隆帯 は
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押圧 して平 らにされ、刻 目をつけてい る。胴部 には隆帯が一 周 し、 これ も押圧 され て

いる。黄褐色 で胎 土 も焼成 もよい。本吐 での この平 出3A式 土器 の出土 は少 ない。Nα23

土器で ある。

図21(図 版17-10)は 、 口径37cm、 底径12cm、 器高19cmの 浅鉢 であ る。胎土 に砂、

小石 を少量含 むが焼成 と共 に良好で赤褐色 を呈 してい る。 口縁部 は、図11や12と 同様

に4つ の突起 と横帯 区画 で飾 られてい る。突起 に は外側 と内側 に丸い凹みがつ けられ・

長楕円の横帯 を画す隆帯上 には刻 目がつ けられてい る。内 は板状工具 を押 し込んだ よ

うな沈線 が密 に施 されてい る。以下底部へか けて は無 文帯 となっている。Nα12土 器 で

ある。

図19も 浅鉢で あ り、 口縁部片 を図上復元 した もので ある。推定 口径26程 で、胎土 に

小石、砂 を含 むが焼成 と共 に良好 で茶褐色 を している。器内面 はややざ らついて いる

が器外面 はすべすべ している。文様 は図21同 様 に口縁部 だけで ある。口縁 に平行 に隆

帯が まわ り、押圧 されて長 円状 に平 らになってい る。 これ に沿 うように三角押引文が

2条 、更 に口縁 に2条 つ けられている。図21よ りは先行 する文様構 成であ る。Nα20土

器で ある。

図22も 浅鉢 と思われ る口縁部片 で、推定 口径42cm程 とな る。胎土 に砂 と雲母 をわず

かに含 むが緻密で あ り、色調 もオ レンジ色がか った薄茶色 で他 の土器 とは違 いがみ ら

れ る。他所 か らの土器で あろう。文様 は破片 のため全体 的 には不明で あるが、無文部

が多い らし く口縁下 に円形 の隆帯がみ られるのみで ある。抽象文土器 にみ られ る円 と

同様 で ある。

この他、浅鉢 に拓54～57が ある。無文部 の多い もので、 口縁 に沿 って引かれた沈線

内を交互 に刺突 したた めにで きる波線が特徴 的であ る。56、57は 同一個体 で 「く」の

字 に曲 る口縁 をな してい る。54は 内蛮気味で あ り、55は 隆帯 をもつ。

次 に拓影 図の方 で、 まだ取 り上 げなか った もの について若干記 してお きたい。

第57図 の拓1～16は 、発掘時Nα1土 器 として ま とめ られた もので ある・底部 だけで

も3個 あ り、それ以上 の個体数 にな るのは明 らかで ある。

第58図 拓17～22は 、Nα6土 器で指圧痕 の顕著 な ものであ る。23～29はNα10土 器で あ

るが、縄文 と区画文の2個 体分で ある。

第60図 拓36は 、推定 口径9cmの 小形 品であ り、 口縁部 に半 円弧状 の刻 目のついた隆

帯 が並 び、 その間か ら同様 隆帯が胴部 に下 っている。胴部 には沈線が施 され るらしい。

拓38は 、口径14.5cm程 にな り、無文 口縁部下 に連続押引 きされた楕 円区画文 をもつ。

拓53は 胴部 片であるが大形の ものであ り、無文部 に先端が まるまる隆帯が施 されてい

る。

以上、藤内期 の土器 について記 したが、次 に曽利期 の土器 について取 り上 げる・
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図13は 、 口縁部が 内蛮す るキャ リパー形 の深鉢 で、 口縁 の2箇 所 に装飾 把手 がつ く。

片方 は立 ち上が り、片方 は山状で対 象で はない。 くびれ まで は無 文帯 で、その下 に沈

線がハ シゴ状 に並 んでいる。赤褐色 をし、ぼ ろぼ ろした もろい感 じの土器 であ る。 曽

利1式;期 に比定 され よ う。Nα18土 器 であ る。

図18(図 版18-12)は 、 口径24cm、 底径6cm、 器高35cmを 計 る深鉢 で、胴部 か ら口

縁へ直斜状 に外半す る器形 を とる。底部 の大 きさに比べて口径、器高が あるため不安

定 な土器 である。全面が縄文 と唐草状文 で飾 られ る もので曽利III式期 に比定 され よう。

Nα5土 器 である。

図20は 胴部上半 を欠 くもので無文 であるが器形か ら曽利期 の もの と思われ る。底面

には網代痕 を もって いる。ぼ ろぼ ろした もろい感 じの もので器外面 は黄褐 色、内面 は

黒褐色 を している。NQ8土 器 である。

図14は 台付土器の台部 であ る。径2.5cm程 の円形 の透 し穴 があ り、縄文 が施 されてい

る。茶褐色 を呈 し、やや もろい感 じの土器で ある。曽利期 の もの と考 えたい。

拓影で は、拓47、52等 があ る。共 に内弩す る口縁部 を もつ と思われ、47に はこの時

期特徴的 なソーメ ン状貼布 で飾 られて いる。拓52は 、図13と 同様 に無文 口縁部 となっ

ている。飾 られた隆帯 が垂下 してお り、無文部下 に は沈線 がみ られ る。沈線 は縦方向

の問 に;横線が密 に入 って、文様構成 に変化 をつ けている。 曽利1式 期 に比定 され よう。

以上が本吐出土の土器 である。:藤内期 の もの は、指圧痕 や三角押 引文 な ど先行 す る

文様 要素 を もつ もの もあ るが、主体 が藤 内1式 期 の ものである ことか ら一体 として と

らえ、第2号 住居吐 の所属時期 を藤内1～II式 期 にお きたい。炉 も該時期 を示す小形

石囲炉で うなず ける。 曽利期 は曽利1式 期が大半 を占め るが、図18の み時間差 があっ

て気 にな る。最初 に記 したように特殊遺構1と 共 に問題点 としてお きたい。

石器 には第73図1～3、8～13が あ る。13は ス クレーパ ーで あ り、1と2は その欠

損品 と思われ る。石質 は13が 泥質砂岩、1が 石英、2が 硅質チ ャー トであ る。3は 蛇

紋岩製 の磨製石斧 の剥離 した もので土器 内出土であ る。8は 打製石斧(粘 板岩)の 欠

損、11は 小形打製石斧(泥 質砂岩)で ある。

9、10、12は 剥片石器 と呼 んでいい もので剥片 を利用 して刃 をつけてあ り、使用痕

もみ られ る。12は 横 刃形 石器 の範疇 に入 るものである。石質 は9が 硅質細粒砂岩、10

が砂岩、12が 片状 砂岩であ る。本肚 も石器類が少 な く注 目される。

③第3号 住居吐

出土遺物が少 な く、僅 かに第71図1～6の 土器片があるのみで ある。

図1は 胴部片で あ り、胴径9cm程 と小形 品で ある。細 かに刻 まれた横帯 区画 の下 に

刻 目文 のついた隆帯が まわ り、 その下 に抽象文が描かれる ものであ る。拓2～5は 、
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縦方向に長い区画文がみられるもので、いずれ も藤内1式 土器である。本肚の所属時

期におけよう。持ち去 られたのか整理されて遺物の少ない住居吐 として注意 される。

④第4号 住居吐

出土遺物 に土器 と石器が ある。土器 は、第49図23～26と 第63～65図1～38で あ る。

図23(図 版18-13)は 、底部 を欠 くものであ るが、 口径23cm、 現存高27.7cmを 計 る。

胎土 に は多量 の石英 と雲母 を含 んでい るが良好 と言 える。暗 っぽい黄褐色 を し、内面

一部 には黒色炭化物付着が み られ る。 口縁部 は内湾す るキャ リパー形 の もので、口縁

には把手 と突起 がつ くが、把手 は欠損 してい る。刻 目文 のついた隆帯 で区画 された横

帯区画が胴部上部 に段違 いにつけ られてい る。垂下 する隆帯の片側 は二個 の楕 円区画

が あ り、一 つ には交互刺突、一 つには沈線が施 されている。反対側 は入 れ違 い に三 角

形が4つ 区画 され以下 は縄文 となってい る。Nα9土 器 である。

図24は 図上復元 した もので推定 口径17.5cm、 器 高22cm程 になろう。器外面 は茶褐色、

内面 に黒色炭化物 の付着 がみ られる。筒状の胴部 か ら口縁部 に広が る器形 で、口縁 は

やや 内湾気味で あ り、底部 は張 り出 した屈折底 となっている。無文 口縁帯 の下 に刻 目

文 をもつつ隆帯 間に波状 の抽象文 と三角押引文 が連続 してい る。底面 には粗 い網代痕

が ある。床面直上 出土 である。

図26も24と 同様器形で、 口縁部 と底部 に横帯区画、胴部 に二段 に画 された平行沈線

がみ られ る。 口径16.8cm、 底径7.4cm、 現存高19.6cmを 計 る小形土器 で、胎土 に小石、

砂 を僅 かに含 んでお り、茶褐色 を呈 している。Nα11土 器 である。

図25(図 版18-14)は 、 口縁部 と底部 を欠 いたもので、本肚 の炉内 に埋 め られてい

た ものであ る。現存高28.8cm、 同部最大径34.5cmを 計 るもので茶褐色 をし、胎土 に砂

と多量 の雲母 を含 んで いる。文様 は くびれ部 に押圧 した隆帯が一周 し、上 に沈線、下

に縄文がみ られ るだけのす っき りした構成 となってい る。Nα5土 器 であ り、埋甕炉 は

調査住居吐中、本吐 のみで ある。 これ ら4点 はいずれ も藤 内II式 期 に比定 され るもの

で ある。

拓影で は、図24と 同様 に無文 口縁帯 をなす拓13や 図26と 同器形 を とる拓7が ある。

拓1(Nα6土 器)は やや外反す る口縁 をな し、 口縁 に沿 って楕円横 区画 がつ けられ、

隆帯で画 された以下 は縄文 となってい る。横帯 区画の破片が多 く拓3、6～27に それ

が み られ、、6、9～11に は抽象文 もみ える。 また拓32(Nα7土 器)の 屈折底 を もつ底部

に も楕 円区画が ある。 口縁部が平行沈線 で区画 され る拓2(Nα8土 器)や 胴部以下が

縄文 となる拓30、31、34～36も ある。拓5は 口縁 に沿 って長 い刻 目文 がつけ られた浅

鉢 であ り、拓38も 浅鉢底部片で ある。

以上が 出土土器であ り、本肚 は土器 の示 す藤 内II式 期 におけよう。
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石器 は本吐 も少 な く、第74図14～17だ けである。14、15の 打製石斧、16の 敲石 、17

の横 刃形石器で ある。敲石 の一面 に は凹み状 の ものが あって凹石 としての使 用 も考 え

られ る・横刃形石器 は横長剥片 の一辺 に刃 をつけただ けの ものであ り、 どれ も砂岩製

であ る。

⑤第5号 住居肚

出土遺物 は土器 と石器 で あ る。土器 は第49～52図 の27～41と 第66～70図 の拓影1

～44で あ る。

図28(図 版19-17)は 、 口径17.6cm、 底部7.6cm、 器高22cmを 計 る もので キャ リパー

形の均整 の とれた姿 をしている。胎土 に石英、砂粒 を含 むが緻密で あ り、焼成 もよ く

て赤褐色 をしてい る。器 内面 には黒 変がみ られ炭化物 の付着 もあ る。文様 は半載竹管

状工具 でつ けられた平行沈線 と連続 す る刻 目文 で飾 られてい る。 くびれ た頸部 と口唇

に は一周 す る隆帯が あ り、その間の口縁部 には入れ違いに三角状 の区画が構成 されて

いる。 区画 内には刻 目文 、円形文、三叉文が配置 されている。胴部 は、対称位置 に突

起が あ り・突起 の円形 中央 は貫通 している。 この突起間 には縦方向の区画文 が、片側

に4区 画、反対側 に3区 画つ くられ、全体 として まとまった美 しい区画構成 をなして

い る。他所 か ら運 ばれ た土器 と思われ る。Nα6土 器で ある。

図31は ・全体 の%程 を図上復元 した ものであるが 口縁部 と底部 を欠 く。器 形 は図28

を圧縮 した感 じで、器内外面 とも黒褐色 を し、胎土に微小砂 を含むが緻 密で焼成 と共

に よい。 口縁部文様 帯 には図28と 同様 に三角状 の横帯が み られ る。 くびれ る頸部 には

長楕 円区画が あ り、口縁部 同様 に半載竹 管状工具 による連続刺突 がある。以下 には波

状 に隆帯が め ぐり、平行沈線が縦 方向 に引かれるので櫛形文 を作 り出 してい る。 その

間 には刻 目文 で満 たされ た円形文 があって効果的 な文様構成 となってい る。NQ13土 器

であ る。

図27は 、 口縁部片 を図上復元 したNα2土 器 であ る。推定 口径25cm程 で、胎 土 に砂 、

小石、雲母 を含 むが:焼成 と共 に良好 で器 内外共 に黒褐色 をしている。 口縁 た平行 な隆

帯が め ぐり、 その下 に隆帯で囲 まれた三角形 の横帯区画がある。連続刺突文 、三叉文

がみ られ る。

図33(図 版18-15)は 底部 を欠 くが、 口径27.3cm、 現存高34 .5cmを 計 る。図28と 同

様器形 をとるが、 口縁部 は正 円ではな く楕円形 をな し、全体 的に もゆがんだ形 となっ

てい る。胎土 には小石、砂粒 を多 く含んでいて、 ざ らついた器面 とな り、か な りくず

れた ところが みられ る。黒褐色 をし、内面 は黒変 し、一部 に炭化物付着 がある。 口縁

部 には4箇 所 に突起が あって、内1つ はミミズ ク把手 となってい る。 口縁部 は三角形

の横 帯区画が15区 画作 られてお り、 それが胴部 に も見 られ る。胴部 のその頂点 には突
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起が2箇 所 につけ られ、円形 の中央 は貫通 してい る。頸部か ら胴部 にか けて三段 に指

圧痕が残 ってい る。Nα1土 器で ある。

図34(図 版20-21)は 直立状 の胴部か ら口縁 に開 く器形で 口縁部 はやや内湾 してい

る。 口径20.5cm、 底径10.6cm、 器高29.6cmの す らりとした深鉢で ある。胎土 に雲母 が

僅か含 まれ ているが焼成 と共 に良好 で、暗茶褐色 をしてい る。 内面 は調整 されて平滑

であ る。 口縁部 に は2対 の波状突起 があ り、U字 状 をして刻 目が施 され ている。突起

か ら垂下 す る隆帯 と平行沈線 によって縦長 の区画が作 られ、内部 にRLの 縄文が地文

としてい る。隆帯 及び口唇上 には連続刺 突があ る。Nα8土 器で ある。

図35(図 版20-22)も 同様器形 を とる もので底部 を欠 く。 口径24cm、 現存 高31.5cm

であ り、小石、雲母、石英 を含 むが胎土、焼成共 によ く、茶褐色 をしてい る。 口縁 は

4つ の波状 をなすが、 内1つ が大 き く飾 られ ている。 それ は全体 として は三角形状 を

な し、頂 上部か ら隆帯が うね ってい る。見 ように よって は蛇 とも見 れ よう。 これ を境

に半分 には三角押引 きが半分 には平行 沈線が施 されている・頸部 を一周す る隆帯 の下

には対称状 に三角状の区画 が作 られ た り、隆帯 の垂下が み られ る・Nα9土 器 である。

図38(図 版20-24)も 同様器形 で底部 を欠 く。 口径26.6cm、 現存高28cmを 計 る。黄

褐色 を呈 し、胎土 に極小小石、石英 を含 むが良好で焼成 もよい。器内面 はすべすべ し

てい る。 口縁 は肥大 した隆帯が相似形状 に まわって口縁帯 を作 り、 山にな る空間 に円

形 と長 円が対 にな ってみ られ る。隆帯上 には縄文が つけ られている。胴部 には平行 す

る連続刺突が一周 してお り、 その間 に三角形 、平行 四辺形、台形状 の横帯区画が9区

画 構成 されている。同様刺突 がみ られ、 それ を2～3本 一括す るかの ように半載竹管

状工 具が押 されている。NQ1土 器 である。

図39(図 版19-20)は 底部 を欠 くが、 口径24.4cm、 現存高28.5cmを 計 り、底部か ら

緩 く直斜状 に開 く器形 となってい る。暗褐色 を し、胎土 に白っぽい砂粒 を含 むが焼成

と共 に よい。 口縁 にはV字 状 の隆帯 をもつ波状突起が4つ あ る・ この無文口縁部 の下

に2段 の長楕 円区画 をなすキ ャタ ピラ文が4個 ずつ入れ違い に配置 されてい る。以下

はRL縄 文が全面 にみ られ る。Nα3土 器で ある。

図29(図 版19-19)は 大形深鉢 であ り、 口径40.4cm、 底径14.5cm、 器高49.6cmを 計

る。 キャ リパー器形 をなし、 口縁 は直立 に近 く、四つの波状 口縁 となっている・ 口縁

に沿 って横帯 区画が作 られ、突起 の間 に円区画 を4箇 もつ。頸部か ら胴部 に は粘土帯

指圧痕 が3段 に残 っていて文様 を思わせ るかの ようで ある・底部 に も一部 み られる・

指圧痕 の下 には押圧 された隆帯 が波状 にまわ り、沈線が描 かれて櫛形状文5個 で一周

して いる。胎土 は極小小石 を含 むが他 の混入物 はみ られず、焼成 もよくて茶褐色 を し

ている。器内面 には黒変部 もみられ一部 に炭化物付着が ある。NQ7土 器で ある。

これ と同内容 をもつ ものに図32(図 版19-18)が あ る。指圧痕 が5段 にわ たってみ
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られ る。 この方 がやや小 さ く、 口径26.8cm、 底径11.8cm、 器高37.2cmを 計 る。暗茶褐

色 を呈 し、胎土 に小石、雲母 を含んでいて、ややざ らついた器肌であ る。 口縁 には4

箇所 に突起 と7区 画 の横帯 区画が あ り、突起 か ら垂下 する隆帯が胴部 の波状 の もの と

接続 している。隆帯 は押圧 されてい る。図29の ような櫛形文 はみ られない。NQ12土 器

であ る。

図36(図 版20-23)は 、一部欠損す る部分 があ るが、 ほぼ全体器形 の判 るもので、

口径22cm、 底径11.2cm、 器高31.5cmの 大 きさであ る。胎土 には白色 の細か い砂粒 を含

んでやや粗 い感 じであるが、明 るい茶褐色 をしている。 内面 には黒色炭化物 の付着が

み られ る。図正面 になっている口縁 には把手 がつ き、蛇状 にうねる刻 目文 を もった隆

帯 が底部近 くまで垂下 してお り、円形 の穴 は裏へ貫通 してい る。対 の位置 に は形状 の

異な る把 手がつ き、左右 には山状 の突起 がある。密 に押 された刻 目文 を もつ隆帯で長

方形 、三 角形 、菱形 やキャタピラ文 が構成 されている。Nα10土 器で ある。

図30(図 版18-16)は 浅鉢で、 口径18.4cm、 底径8.4cm、 器高8.8cmの 小形品で ある。

胎土 に小 石、砂 、石英 を含 むが良好 で、一部黒褐色部分 もあ るが全体的 には黄褐色 を

してい る。全面 に縄文が施 されてお り、口縁が 内蛮 して全体 として丸い感 じの鉢であ

る。

図40と41(図 版20-25、26)は 、焼 町式土器 と呼 ばれ るもので、特異な突起 をもち、

その間 を半隆起線文 で弧状 に結ぶ特徴 があ る文様 を構成 している。半載竹 管状工具で、

その上 に平行沈線 を施 した り、 口縁 に沿 って同文様 を描 いた りしてい る。 口唇 には両

土器 とも刻 目がつ けられている。40(Nσ2土 器)は 全体 の約%を 図上復元 した もので、

口径21.8cm、 底径9.8cm、 現存高24.7cmを 計 る。胎土 には小石、砂 を多量 に含 んでやや

粗い感 じの器面 となっている。赤褐色 を し、 内面底部 に黒変が みられ る。41(NQ11土

器)は 底 部 を欠 くもので、 口径16.4cm、 現存高18.5cmで あ り、40よ りやや小 さい。赤

褐色 をし、胎 土 に極小小石、砂 、雲母 を含 んでやや粗 い感 じの器肌 である。 内面 には

黒色炭化物の付着 があ り、かな りの使用が うかがわれ る。

図37は 無文 の底部片で あるが胴部 には縄文がつ くらしい。底面 に粗 い網代痕 をもつ。

Nα1土 器 であ る。

拓影の拓1～9は 焼町式土器 の破片 であ り、Nα2土 器 である。拓10～15は 平出3A

式土器の破片で量 的には多 くない。拓16～23は 横帯 区画 を構成 する もので、拓16～18

がNα2土 器、拓19～23がNQ9土 器 である。拓24～29は 縄文 をもつ もので、24は 口径22

cm程 で あ り、25は 底径7cmで 現存高15cmの 小形 の ものである。拓26は 口径20cm、 現存

高24cm程 で全面 に縄文が ある。拓29は 底径8cm、 現存高16cm程 で、胴上部 に刻 目文 が

まわ り、下 は縄文 となってい る。25がNα2土 器 、26がFb4土 器、拓24、28、29、30、

31の5個 体 が共 にNQ5土 器 となってい る。拓32は 横帯 にキャタ ピラ文 を もつ もので
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Nα4土 器 で ある。拓33、37、38、41等 は立体的、豪放的 に飾 られる もので芸術性 の高

い土器 であ る。拓34の 底部 には押圧 した隆帯が交差 してみ られる。拓40、44は 浅鉢 の

破片で あ り、40の 口縁 には連続刻 目文 と押圧 した隆帯がめ ぐっている。44は 底径約13

cm程 で ある。

以上が本 吐出土の土器 であ り、藤 内1式 、藤内II式 土器 に比定 され る もので量的 に

は1式 土器 の方が多い とい う状態 であるが、明確 に区別 す ることはむずか しい。両期

にまたが る とい うか続 く時期 と解 すべ きで、 それ は住居吐 か らもうかが える。即 ち、

遺構図でみ る と柱穴 も多 く改築が あった もの と考 えられ、長期 に及ぶ使用が読み とれ

るか らで ある。

石器 は第74図18～24で あ る。

18は チ ャー ト製の三 日月形 を した石器 で、釣針形石器 とか鈎形石器 とも呼 ばれ るも

ので使途 不明 と言わ ざるを得 ない。しか し長 さ3.5cmあ り弧状 をなす外側 には刃がつい

ていて石匙 同様 の働 きは可能で あろう。

19は チ ャー ト製のス クレーパー、20、21、23は 打製石斧で ある。21、23は 欠損 して

いる。石質 は3つ とも片状砂岩で ある。

22は 粘板 岩製の敲打器、24は 安 山岩(軽 石)製 の凹石で ある。一面 に凹み をもつ他、

磨石 として の使 用 もみ られる。

このように本肚 も石器 の出土が少ないが、18の 釣針状石器 は注 目したい。

⑥第6号 住居吐

出土遺物 は少な く、図示 したものは第71図7の1点 のみである。縦長の区画をもっ

藤内1式 土器の口縁部片である。本吐は第4号 住居吐に切 られている住居吐であるこ

とは遺構一覧表にも記 してあるが、未調査に終わっている。第4号 住居吐は藤内II期

と考えられるので、それより先行することは確かである。たった1片 のみで時期決定

するのは問題であるが、出土遺物や他の調査住居吐から推察 して藤内1期 におけよう。

⑦第7号 住居吐

本吐 は位 置確認 のみで未調査の住居肚 であるが、少量 の土器、石器 の出土 がある。

土器 は第71図8～16で 、8～12は 楕 円区画内 に沈線 をもつ もの、13～16は 無文 の胴

部片で ある。12～16に は黒色炭化物 の付着がみ られ る。

石器 は第74図 の25、26の2点 である。25は 安山岩製 の磨石で僅 かな凹み もみ られ る。

26は 片状細粒砂岩製 の打製石斧である。

⑧第13号 住居肚
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確認 され た住居吐の中で は、最 も北 に位置 し、本肚 も未調査 で終 わった。 出土遺物

に第72図 の土器 片があ る。 区画文土器(1、2、7～12、17)と 口縁部 に縄文 を もっ

もの(3～6)で 藤 内1式 土器 に比定 され る。9は 推定底径7.5cm程 の もので底部 まで

縦長 の区画で飾 られてい る。14は 推定 口径12cm程 の小形 の無文土器で あ り、13、15に

は底部 に まで縄文 が施 され ている。13の 底面 に は網代痕が ある。

⑨遺構外 出土及 び表面採集遺物

第75～76図 に図示 した石器 と土偶 があ る。石器 は27～30が 遺構外 出土 であ り、31～42

が降幡隆夫氏採集 ・所:蔵の ものである(図 版5)。 降幡氏表採品 は発掘調査地点 よ り北

西 に離れ た地点で あるが、南松原遺跡 の範囲内 と考 えられる ところで ある。

遺構外出土 の27、28は 黒耀石製 の石鎌で あ り、28は 脚部が欠損 してい る。29、30は

細粒砂岩製 の打製石 斧であ る。 このよ うに発掘調査 で得 られた石器 は全 てで30点 とい

う少 なさで、石製 品の無 出土 と共 に問題点の一 つにされ よう。

降幡氏 採集 の31、32は スクレーパー状 の石器 で、31は 硅質細粒砂岩、32は ホル ンヘ

ルス化 した粘板岩 である。33～41は 打製石斧 であ り、特 に37は 大形 で長 さ25 .3cmを 計

り、重量 も1.4㎏ と重 く注 目され る。東小倉遺跡 、黒沢川右岸遺跡 、大室遺跡 に も同様

大形品があってその使途が問題 とな る。37、41は 剥片 を利用 した もので剥片石器 とか

不定形石器 と呼 んで もよい ものであ る。石質 は、33～36、40が 細粒砂岩、37～39、41

が硅質砂岩 である。42は 硅質細粒砂岩製 の敲打器 であ る。

土偶2点 は日比野允夫氏採集 ・所:蔵品で ある。43(図 版5)は 腰部 片で、先が渦巻

状 に まる まる沈線が、44は 胸部片 で、片方だ けであるが乳房が表現 されている。

発掘調査で は一点の土製 品 も得 られ なか ったが、表採で2点 も土偶が拾 われて皮肉

な もので ある。

以上が南松原遺跡出土の遺物であるが、 この他に図示できなかった土器片が多量に

あることを付 け加えておきたい。

発掘調査 より二十数年を経ての整理であるため困難な点 もあったが一応の終了をみ

た時点で気づいたことがい くつかあり、それはすでに三郷村誌1に 樋口昇一氏によっ

てまとめられ、記述されていることとほぼ同じ内容であるので、 ここでは省略したい。

ただ、新 しく判明したことのみについて記す。それは藤内1・II式 土器の他に、曽利

式土器が存在 したことである。曽利式土器の存在内容を遺構 との関連で どう捉え理解

するかは課題であり、このことについては第2号 住居肚 と特殊遺構1の ところでふれ

ておいた通 りである。

この曽利期 を除けば、本遺跡は藤内1～II期 へ続 く単純な遺跡で注 目すべ きものと
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言える。昭和45年 当時、 この時期の遺跡 としては塩尻市平出、小丸山、朝 日村熊久保

の三遺跡が松本平では調査された程度で、本遺跡 は調査住居吐や出土遺物からみて抜

きん出る遺跡内容であった。 これは今で も変わ りはない。その後松本平では、松本市

雨堀、牛の川、塩辛、柳田、堀の内、石上、山影、塩尻市峯畑、小段、姐原、吉田向

井、波田町葦原、麻神、明科町ほうろく屋敷等の各遺跡の発掘調査が行われて藤:内期

の遺跡の広が りやその内容が判明 してきているが、本遺跡 はこれ らの中でも単純遺跡

として、その資料性は高い。

次に石器の少ないこと、土製品、石製品のないこと、有孔鍔付土器や釣手土器のな

いこと等 は指摘されたことで注目されよう。 しかし、今から考えると緊急調査で も更

に緊急 を要 した発掘調査であった ともあるし、土偶、玉類、石棒、有孔鍔付土器、釣

手土器等はどの住居でも所有するものではないことが判明してきていること等か ら未

調査住居に期待がもたれる。現に表面採集で2個 の土偶を得ている事実 もある。

また、1、2、4、5号 住居吐には、住居廃絶後に、いわゆる吹上パターンと呼ば

れる土器等遺物の一括投棄があったとされているが、 この住居に限ってであろうか。

それ とも、未調査の他の住居吐にもみられるのであろうか。出土状況から投棄を考え

たいが、床面出土遺物の少なさや、更には1軒 の住居で所有すう土器 ・石器等の遺物

の数量の問題 もあるので、2、5号 は確実に投棄が行われたであろうが、他 は疑問点

も残 る。床面出土遺物の少なさは、凍上現象で石等が持ち上げられることもあるので

問題点として残 したい。
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20、 その他 の遺 跡
なるさわじり

1、 鳴沢尻遺 跡(三 郷村遺跡番号NQ33)

堀金村 との境界近 く、堀金村工場団地の南に遺跡 はあ り、村誌1に は打製石斧出土の

記載がある。第24図Aの 石皿 は、丸山源一氏所蔵のもので、径34cm程 の安山岩の丸石に

粉砕部が作 られている(図 版1)。 他にも遺物出土があったと聞 くが所在不明である。

りゅうほう り

2、 龍 峰 寺 跡 遺 跡(三 郷村遺跡番号Nα52)

楡 中村 にあった寺で あるが明治 の廃仏殿釈で廃寺 とな った。 開基 の年代 も不明で あっ

た り、鎌倉期 の宝筐印塔が あった りでその古 さが うかが える。楡遺跡群 に入れて よい遺

跡 であ るが、第77図5の 石 臼1点 のみであ るため ここで扱 った。長径15.5cm、 厚 さ7cmの

丸石 に大 き く凹みが作 られ、 よ く使用 された とみ えて底 に穴が あいて しまってい る。

は くさんじん じゃよこ

3、 白 山神 社 横 遺 跡(三 郷村遺跡番号Nα20)

一 日市場 の白山神社横か ら、第77図4の 凹石が採集 されている(図 版5)。 長径7.8cm

の ものであ り村誌1に も記載 されている。

くろさわがわ う がん

4、 黒沢 川右岸遺 跡(三 郷村遺跡番号NQ8)

社会福祉法人老人ホーム建設に伴う発掘調査が昭和58年9月 に実施され、その報告書

は三郷村教育委員会 より発刊されているので、内容についてはそれをご覧願いたい。こ

こでは、縄文早期末～前期初頭、中期後半、弥生中期の各住居肚 とそれに関わる遺物出

土のあった ことのみ記 しておく。

今回の整理中、日比野允夫氏所蔵遺物中に第77図6、7の 太形蛤刃磨製石斧があった

ので図示した(図 版5)。7は 半折している。石質は、6が 輝岩、7が 斑礪岩である。

また、第78図 に村誌1記 載の石器 を便宜的に再掲 しておいた、8～11は 磨製石斧、12

は石文である。
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第34図 南 松 原 遺 跡 全 体 図(11500)

90



第35図 南松原遣跡発掘調査 トレンチ概念図(1250)
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第36図 南松原遺跡第1号 住居趾(180)

(破線は土器一括出土部分)

第37図 南松原遺跡第2号 住居趾(上)と 特殊遣構1並 びに土器出土状況(下)(1=80)
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第38図 南松原遺跡第3号 住居趾(180)

第39図 南松原遺跡第4・6号 住居趾(180)
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第40図 南 松 原 遣 跡 第5号 住 居 趾(180)

(破線は土器1～11)

第41図 南松原遣跡特殊遺構2(180)
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第42図 南棚 遣跡第1号 住胱 出土土器(14)
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第43図 南松原遺跡第1号 住居趾出土土器(14)
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第44図 南松原遺跡第1・2号 住居趾出土土器(14)
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第45図 南松原遺跡第2号 住居趾出土土器(14)
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第46図 南松原遺跡第2号 住居趾出土土器(1=4)
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第47図 南松原遺跡第2号 住居趾出土土器(1:4)
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第48図 南松原遺跡第2号 住居吐出土土器(14)
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第49図 南松原遺跡第4・5号 住居趾出土土器(14)
セ

(23～26は4住 、27～28は5住)
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第50図 南松原遺跡第5号 住居趾出土土器(14)
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第51図 南松原遺跡第5号 住居趾出土土器(14)
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第52図 南松原遣跡第5号 住居:趾出土土器(14)
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第53図 南松原遺跡第1号 住居趾出土土器拓影その1(13)
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第54図 南松原遺詠第1号 住居趾出土土器拓影その2(13)
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第55図 南松原遺跡第1号 住居趾出土土器拓影その3.(13)
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第56図 南松原遺跡第1号 住居趾出土土器拓影その4(13)
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第57図 南松原遺跡第2号 住居趾出土土器拓影その1 .(13)
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第58図 南松原遺跡第2号 住居趾出土土器拓影その2(13)
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第59図 南松原遺跡第12号 住居趾出土土器拓影その3(13)
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第61図 南松原遺跡第2号 住居趾出土土器拓影その4(13)
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第61図 南松原遣跡第2号 住居趾出牛土器拓影その5(13)
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第62図 南松原遺跡第2号 住居趾出土土器拓影その6(13)
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第63図 南松原遺跡第4号 住居趾出土土器拓影その1(13)
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第64図 南松原遺跡第4号 住居趾出土土器拓影その2(13)
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第65図 南松原遣跡第4号 住居趾出土土器拓影その3(13)
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第66図 南松原遺跡第5号 住居趾出土土器拓影その1.(13)
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第67図 南松原遺跡第5号 住居趾出土土器拓影その2(13)
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第68図 南松原遺跡第5号 住居趾出土土器拓影その3(13)
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第69図 南松原遣跡第5号 住居趾出土土器拓影その4(13)
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第70図 南松原遺跡第5号 住居趾出土土器拓影その5(13)
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第71図 南松原遣跡第3・6・7号 住居趾出土土器拓影(13)
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第72図 南松原遣跡第13号 住居吐出土土器拓影(13)
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第73図 南松原遺跡第1・2号 住居趾出土石器(13、
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第74図 南 松 原 遺 跡 第4・5・7号 住 居 趾 出土 石 器(1=3)
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第75図 南松原遣跡遺構外出土石器及び表採遣物(1=3)

(31～38は 降旗隆夫氏所蔵)
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第76図 南松原遣跡表採遣物(1=3)

(39～42は 降旗隆夫氏、43～44は 日比野允夫氏所蔵)
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第77図 長 尾 城 趾 北 ・白 山神 社 ・龍 峰 寺 跡 ・黒 沢 川 右 岸 遺 跡 出 土石 器(13)

(1～3)(4).(5)(6～7)
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第78図 黒沢川右岸遣跡出土石器(13)
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あ と が き

三郷村誌1発 刊当時、三郷村での人々の生活(歴 史)は 、稲荷西遺跡出土の楕円押型

文土器の破片によって、縄文時代早期から始 まったと考えられ、そのように説明されて

きた。東小倉遺跡の発掘調査が平成5年 に行われた折、堀内國利氏の東小倉遺跡での採

集遺物 に、有舌尖頭器が1点 のみであるが所蔵 されていて、人々の訪れは縄文草創期 に

までさかのぼることが判った。

このことは数少ない遺物であっても、歴史を考 える大事な資料 とな り得 ることの好例

であると言える。昔の人の残 した遺構 ・遺物 をもとにして当時の生活を再現 し、その文

化内容 を追究する考古学 にとっては欠 くことのできないもので資料の集積 は何 より大切

なことである。

三郷村には多 くの遺跡が所在 し、多 くの人々によって多 くの遺物が採集保管 されてい

る。その中の代表的なものが取 り上げられて、村誌1に 記載されたが、取 り上 げられな

い資料の方が多 く、散逸等の心配 もあって、何 よりも資料化の必要性が考 えられていた。

そんな願いが叶って、ここに整理が終わって資料集の発刊をみることができ、教育委員

会の英断に心より敬意を表するものである。市町村誌の発刊には、どこの市町村でも取

り組むが、 このような資料集作 りの例は余 り知見 にふれない。三郷村でこその感が強 く、

文化、学問へ寄せる村民性 というかその高さに感 じ入 るところである。

資料集 は測定数値等 も加 え、よりよいものを志向すべきであったが諸種の事情からそ

れは無理であり、 このような内容 となった次第である。編者の力不足もあってお許 し願

いたい。 しかし個人所有の遺物の提供 もあって、目的とした半分以上 は達せ られたので

はと勝手に自賛 している。未収録のものは、今後新たに採集された り、調査されたりす

る機会があると思われるので、それらと合わせ今後に期待 したい。

企画運営に当たって種々ご配意いただいた教育長 はじめ教育委員会の方々、所蔵遺物

を快 く提供 して くださった方々、整理作業に熱意 をもって当たられた方々に心 より感謝

とお礼 を申し上げ、まとめとしたい。

(山田瑞穂)
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図 版



(鳴沢A)

(才の神)

(鳴沢 尻)

図版1鳴 沢A・ 才の神 ・鳴沢尻遺跡出土石器



図版2才 の神遺跡出土縄文前期土器



図版3堂 原遺跡出土弥生中期土器



図版4堂 原遺跡出土石器(上 、打製石斧 下、磨石)



(堂原)

(南松原)

(南松原) (黒沢川右岸)(白 山神社)

図版5堂 原 ・南松原 ・黒沢川右岸 ・白山神社遺跡出土石器 と土偶



(ゆの久保) (赤坂西)

(長尾城肚北)

(住吉竹原)

(千国橋北)

図版6ゆ の久保 ・赤坂西 ・長尾城趾北 ・住吉竹原 ・千国橋北の各遺跡出土の石器



(上手)

(中村)

(中村)

図版7楡 上手 ・中村遺跡出土陶器



図版8大 室遺跡出土石器



(1号 住)

(5号 住)

(1、3号 住)

(5号 住)

図版9南 松原遺跡遺物出土状況



図版10南 松原遺跡特殊遺構2(上)と 第1・3号 住居趾(下)



図版11南 松原遺跡発掘調査状況



図版12南 松原遺跡第1号 住居趾(上)と 第3号 住居趾(下)



図版13南 松原遺跡第4号 住居趾



図版14南 松原遺跡第5号 住居趾



図版15南 松原遺跡出土縄文中期土器



図版16南 松原遺跡第1号 住居趾出土土器



図版17南 松原遺跡第2号 住居趾出土土器



(2住)

(2住)

(4住)

(4住)

(5住) (5住)

図版18南 松原遺跡第2・4・5号 住居趾出土土器



図版19南 松原遺跡第5号 住居趾出土土器



図版20南 松原遺跡第5号 住居趾出土土器



図版21東 小倉遺跡出土石器



図版22東 小倉遺跡出土石器 ・石製品
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